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今月の表紙　500 人余の鉄人が近江八幡の自然満喫
　第 5 回びわ湖トライアスロン in 近江八幡が 6 月 16 日、沖島町の宮ヶ
浜を主会場に開催され、全国各地から参加した 500 人余りが、水泳、自
転車、ランニングのコースで体力の限界に挑戦しました。この日はあい
にくの肌寒さを感じる強風の中、スタートの合図と同時にウエットスー
ツに身を包んだ選手は荒波が立つ琵琶湖へ一斉に駆けだしていました。



　

気
力
や
体
力
の
衰
え
、
入
院
な
ど
に
よ
り

地
域
の
集
ま
り
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
人
、
今
ま

で
し
て
い
た
趣
味
や
畑
仕
事
な
ど
が
し
に
く

く
な
っ
た
人
な
ど
が
、
地
域
の
活
動
に
も
う

一
度
参
加
し
た
り
、
趣
味
や
畑
、
家
の
仕
事

な
ど
を
再
開
す
る
た
め
に
、
仲
間
と
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

【
内
容
】

●�

い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
に
取
り
組
み
、

ま
ず
は
体
力
、
筋
力
を
つ
け
ま
す
。

●�

家
事
や
畑
仕
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
応
じ
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

い つ ま で も 　     気 　   に 暮 ら す

　

体
が
弱
く
な
っ
て
し
な
く
な
っ
た
家
事
や
畑

仕
事
、
行
か
な
く
な
っ
た
買
い
物
や
い
き
い
き

百
歳
体
操
な
ど
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
や
っ

て
み
ま
す
。

　
「
一
人
で
は
不
安
」

「
自
信
が
な
い
」
と

い
う
人
も
介
護
の
専

門
職
が
一
定
期
間

（
お
お
む
ね
３
カ
月
）

皆
さ
ん
の
実
践
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

【
内
容
】

●�

調
理
や
ご
み
捨
て
な
ど
、
家
庭
生
活
の
中

で
の
役
割
を
実
践
し
、
心
身
の
衰
え
を
防

ぎ
ま
す
。

●�

地
域
の
活
動（
い
き
い
き
百
歳
体
操
な

ど
）へ
の
参
加
を
目
指
し
ま
す
。

●�

入
浴
動
作
や
移
動
動
作
な
ど
を
ひ
と
り

で
安
全
に
行
え
る
よ
う
に
練
習
し
ま
す
。

みんなが飲むお茶。みんなのためにお茶パックに茶葉を詰めます。（もうひとはな東部）

できること実践プログラム
　訪問型サービス　利用期間３カ月 １もうひとはな

　通所型サービス　利用期間６カ月 2

よりみちカフェのメンバーと一緒にほっと一息
（もうひとはな東部）
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今村博さん
（堀上町・94歳）

　孫娘が、「家でボーっとしてないで、どこか出
かけたほうがいいのでは」と紹介してくれたの
が参加したきっかけです。
　スタッフの皆さんは大変だと思いますが、み
んな優しくしてくれます。違う学区から参加し
ているので、最初は少しなじみにくさはありま
したが、今では楽しく過ごしています。家に一
人でいるより「もうひとはな」に来ている方が
楽しいですね。

　市では、介護予防・日常生活支援総合事業を実施しています。この事業は、一

人ひとりが活動的で生きがいのある生活を送れるよう、要介護状態となることの

予防、地域で自立した生活ができるための支援を行います。具体的には、要支援

の認定を受けている人、心身の弱りや生活上の困り事を感じている人に、市独自

のサービスを提供します。さらに、介護状態になってもできる限り住み慣れた地

域で暮らし続けられるよう、生活の中での互助、地域における支え合いの体制整

備をすすめています。

い つ ま で も 　     気 　   に 暮 ら す元

「もうひとはな」に
週１回行けるのを

楽しみにして
います。

▲右上）季節の食材を使った本日のランチ。
　左上）利用者の皆さんの手作り商品。
　下）よりみちカフェのメンバーと協同で、コーヒーの出がらし
       で消臭袋作り。近くで販売しています。

　

今
村
さ
ん
は
、
通
わ
れ
て
か

ら
し
ば
ら
く
は
不
安
に
思
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
遠
慮
が
ち
に

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
社
交
的

な
性
格
で
徐
々
に
雰
囲
気
に
も

慣
れ
て
こ
ら
れ
、
今
で
は
興
味

が
あ
る
こ
と
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。「
や
っ
た
こ

と
の
な
い
こ
と
を
や
れ
て
刺
激

に
な
っ
て
い
る
」、「
来
る
の
が

楽
し
み
。
命
あ
る
限
り
来
た
い
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
う
ち
で
は
一
人
で
過
ご
す

時
間
が
長
い
よ
う
で
、「
こ
こ
に

毎
週
来
る
こ
と
が
生
き
が
い
！
」

と
の
こ
と
で
す
。
他
の
人
と
も

ワ
イ
ワ
イ
楽
し
ま
れ
、
ご
利
用

さ
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

も
う
ひ
と
は
な
東
部 

介
護
福
祉
士

濱
口
美
紀
さ
ん

ご
利
用
さ
れ
て

　

本
当
に
よ
か
っ
た

▼

介護予防サービスを紹介

利用者
の声

Voice

challenge
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「
足
腰
が
弱
っ
て
き
た
」「
体
力
の
衰
え
を

感
じ
る
」「
動
き
に
く
く
な
っ
た
」「
家
事
な

ど
の
動
作
が
し
に
く
く
な
っ
た
」
と
い
う
人

な
ど
、
体
力
の
回
復
や
筋
力
ア
ッ
プ
す
る
た

め
に
、
３
カ
月
間
、
仲
間
と
一
緒
に
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
内
容
】

●�

運
動
機
器
な
ど
を
使
っ
て
足
腰
を
強
く

し
ま
す
。

●�

そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
運
動
に
取
り
組
み
、

活
動
し
や
す
い
体
を
作
り
ま
す
。

●�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
が
ご
自

宅
に
訪
問
し
、
適
切
な
自
宅
環
境
に
な

る
よ
う
に
考
え
た
り
、
自
宅
で
で
き
る

工
夫
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　頭の病気でふらふらすることもあり、歩きにくく
なってきていました。家でじっとしていることが多
いのを心配した妻が地域包括支援センターに相談し、
参加をすすめてくれました。公民館でいきいき百歳
体操があるのでそこに行くのが目標です。以前より
動きやすくなってきたように思います。

　毎月、近所の内科に歩いて行っていましたが、歩
きにくくなり、出かけるのが怖くなってきました。
地域包括支援センターに相談し、参加することにし
ました。ここに来るようになって、以前に比べると
歩けるようになってきました。バスに乗って買物に行
けるようになるのが目標です。

▲自分のペースで筋力向上を目指しトレーニング
　専門職が丁寧に指導します　（ぱわーあっぷ中北部）

Ｓさん（80歳代 /女性） Ｋさん（80歳代 /男性）

ぱわーあっぷ中北部
スポーツトレーナー
　久保大志さん

ぱわーあっぷ
　通所型サービス　利用期間３カ月 3

利用者
の声

利用者
の声

　

こ
の
事
業
に
参
加
し
て
し
ば
ら
く

は
、
運
動
に
対
し
て
不
安
が
あ
る
方

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
機
械

の
使
い
方
一
つ
一
つ
説
明
を
し
て
、

理
解
す
る
こ
と
で
不
安
な
く
運
動
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

重
い
お
も
り
を
必
ず
あ
げ
な
い
と

い
け
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
方
に
応
じ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
何
回
か
の
ご
利
用
で
安
心
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

一緒に
　頑張りましょう

　通われて１カ月後くらいには身体を動かすことで自
信をもたれ、今は自宅から病院まで一人で歩いていか
れています。体力テストの効果もみられています。

　家に閉じこもりがちでしたが、非常に気持ち
が外に向いてきて以前より積極的になられたと
思います。

ｽﾀｯﾌ
ｺﾒﾝﾄ

ｽﾀｯﾌ
ｺﾒﾝﾄ

Voice
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長寿福祉課　�� （31）3737・ (31)3738
２～５ページのお問い合わせは

　皆さんのお住まいの地域にある地域包括支援センターでは、医
療機関やさまざまな専門機関、民生委員などと連携しながら、地
域の高齢者の健康と暮らしをサポートしています。
　「体が弱って外出することが少なくなってきた」「もの忘れがひ
どくなってきた」など、心身の衰えを感じたら、ご相談ください。

（総合事業は、身体の状況によってはご利用できない場合もあります）

地域包括支援センターが
みなさんの 「介護予防」をサポートします！

ひかり園

①中北部地域包括支援センター

　担当地区　八幡・島・岡山・沖島

　〒５２３—０８０６　北之庄町９１２番地

　TEL（３１）１９７０・FAX（３１）１９７１

①中北部地域包括支援センター
担当小学校区　八幡・島・岡山・沖島

北之庄町９１２

A３１-１９７０・FAX３１-１９７１

③東部地域包括支援センター
担当小学校区　金田・馬淵・武佐・安土・老蘇

長田町１２６８‐１

A３４-７３５５・FAX３４-７３５６

②東部地域包括支援センター

　担当地区　金田・馬淵・武佐・安土・老蘇

　〒５２３—０８１１　長田町１２６８—１

　TEL（３４）７３５５・FAX（３４）７３５６

ＪＲ東海道本線

③西部地域包括支援センター

　担当地区　桐原・桐原東・北里

　〒５２３—００６１　江頭町４１７—２

　TEL（３６）２２０５・FAX（３６）２２０６

★
②西部地域包括支援センター
担当小学校区　桐原・桐原東・北里

江頭町４１７‐２

A３６-２２０５・FAX３６-２２０６

inform
ation

　「ほたるカフェ」は、認知症地域支援推進員が総

合事業「もうひとはな」において、月１回認知機

能の低下を予防するプログラムや認知症に関する

学習の機会を提供する取り組みです。

　具体的な内容は、ゲームやクイズ、歌と手遊び、

コグニサイズなど気軽に楽しみながら脳を活性化

させるアクティビティの他、認知機能の低下が心

配になった場合の簡単なチェック方法、医療機関

の受診方法、介護保険等の制度、運転免許証の返

納や成年後見制度等についての情報提供などです。

　カフェスタイルでお茶を飲みながら、ワイワイ

ガヤガヤ参加者同士の交流も脳へのいい刺激に

なっています。

　今回は「ほたるカフェ」を紹介します

認知症地域支援推進員の情報発信コーナー
～認知症の予防と備えに役立つ場～
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教
育
行
政
基
本
方
針 

三
つ
の
柱

 令和
元年度

『
早
寝
・
早
起
き
・
あ
さ

・

し
・
ど
・
う
』
運
動
の
拡
充

元号が「令和」になり、新しい時代の到来が感じられます。

子どもたちがこれからの変化の激しい時代をたくましく生き

ていけるようにすることは、近江八幡市をより活力あるもの

にするために不可欠なことです。

そこで、すべての子どもたちがのびのび

といろいろなことに挑戦し、活躍できる力

を育むため、今年度は次の３つを教育行政

の柱としました。

　
『
早
寝
・
早
起
き
』『
あ
い
さ
つ
』『
食
事
』

『
読
書
』『
運
動
』
は
、
生
涯
必
要
と
な
る

基
本
的
生
活
習
慣
の
根
幹
と
な
る
も
の
で
、

本
市
の
教
育
施
策
の
す
べ
て
が
こ
の
運
動

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　

早
寝
・
早
起
き

　
　

眠
り
が
心
身
を
休
養
さ
せ
、
か
ら
だ

を
つ
く
り
、
心
を
強
く
し
、
学
ぶ
意
欲

を
高
め
ま
す
。
早
起
き
が
習
慣
化
す
れ

ば
、
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
が
つ
く
れ
ま

す
。

あ
さ
（
あ
い
さ
つ
）

　
　

あ
い
さ
つ
に
は
「
心
を
ひ
ら
く
」「
そ

の
心
に
近
づ
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

な
第
一
歩
で
す
。

し
（
食
事
）

　
　

朝
食
は
一
日
の
元
気
の
源
、
一
日
の

始
ま
り
の
大
切
な
食
事
で
す
。
朝
ご
は

ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
体
温
が
上
が
り
、

脳
と
体
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ど
（
読
書
）

　
　

心
と
言
葉
を
豊
か
に
し
ま
す
。
言
葉

を
増
や
す
、
自
分
の
意
見
を
も
つ
、
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
表
現
方
法
を
得
る

こ
と
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。

う
（
運
動
）

　
　

た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や

体
力
を
養
い
ま
す
。
運
動
は
食
欲
を
増

進
し
、
心
地
よ
い
疲
れ
を
も
た
ら
し
ま

す
。

平
成
30
年
度
に
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ

ど
も
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
ご
覧
の
と
お
り
少
し
紹
介
し
ま

す
。
良
い
面
は
さ
ら
に
伸
ば
し
な
が
ら
、

課
題
に
対
し
て
は
保
護
者
や
地
域
の
協
力

を
得
て
、
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。

すすんでする

57％
あいさつを
されたらする

37％

しない
６％

56％
39％

 あいさつ

朝食の内容 読 書運 動

主食（ご飯
やパン）のみ

51％

54％

主食と主菜

25％

24％

17％

主食と
主菜、副菜

13％

その他
お菓子など

7％

9％

読まない
33％11％

30分以内
55％

75％

1時間～
2時間ぐらい

10％

11％

３時間以上
２％動かさない

17％
4％

24％

31％ 30分以内
1時間～
2時間ぐらい

45％

45％

３時間以上
12％

19％

ほとんどの子どもは家族や
友達にあいさつをしています。

バランスのよい朝食をとっている
子どもの割合は増加しています。 読書や運動の習慣には課題があります。

学校教育課　 （36）５５３０･ （32）３３５２問

円グラフ
　内側　平成27年度　外側���平成 30年度
　　　　　　　それぞれのアンケート結果

（平成 31年度）

岡山小学校の子どもたち
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『
ふ
る
さ
と
教
育
』

の
充
実

『
働
き
方
改
革
』
の
推
進

ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を
も
つ

　

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
（
ふ
る
さ

と
）
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
地
域
の
良

さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
付
く

こ
と
が
学
び
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
学
び

続
け
る
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
各
学
校

が
地
域
の
特
色
に
応
じ
た
ふ
る
さ
と
教
育

（
学
習
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ふ
る
さ

と
教
育
の
学
習
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

「
む
し
ゃ
り
ん
ど
う
」
に
触
れ
、「
む
し
ゃ

り
ん
ど
う
」
を
育
て
る
人
の
思
い
を
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
武
佐
小
学
校
）

学
習
を
終
え
て
の
児
童
の
感
想
（
抜
粋
）

・
武
佐
町
で
見
つ
か
り
名
前
の
由
来
と
さ

れ
る
シ
ソ
科
の
花
・
む
し
ゃ
り
ん
ど
う
に

は
、
白
・
ピ
ン
ク
・
紫
の
色
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。

・
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
て
、
地

域
の
方
が
育
て
、

守
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。

[

学
習
の
成
果]

ふ
る
さ
と
武
佐
を

学
ぶ
機
会
を
重
ね
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

学
習
を
児
童
が
身
近

な
も
の
と
感
じ
、

意
欲
的
に
学
ぶ
姿

が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

安
土
信
長
ね
ぎ
や
青
ね
ぎ
を
育
て
て
お
ら

れ
る
農
家
を
見
学
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
、
安
土
信
長
ね
ぎ
と
青
ね
ぎ
の
よ
さ

を
家
族
に
紹
介
す
る
。　
（
老
蘇
小
学
校
）

　

い
ま
、
社
会
全
体
で
働
き
方
改
革
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
も
同
様
で
す
。

　

登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
た
め

に
、
朝
早
く
か
ら
準
備
し
、
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
下
校
し
た
後
に
学
習
の
点
検
や

翌
日
の
授
業
の
準
備
な
ど
、
遅
く
ま
で
残

り
仕
事
を
し
て
い
る
教
師
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
土
・
日
曜
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体

育
館
な
ど
で
部
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
全
国
の
小
・
中
学
校
の
平
均
的
な

姿
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
、

き
ち
ん
と
文
章
が
理
解
で
き
る
力
、
答
え

の
な
い
問
題
に
対
し
、
自
分
で
考
え
、
仲

間
と
協
力
し
て
取
り
組
む
力
、
自
分
の
意
見

を
正
確
に
伝
え
る
力
な
ど
が
必
要
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
ら
の
力
を

育
む
に
は
、
個
々
の
子
ど
も
た
ち
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
指
導
が
よ
り
必
要
に
な
り
、
子

ど
も
と
寄
り
添
う
時
間
の
確
保
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
教
師
が
疲
弊
せ
ず

に
、
心
に
ゆ
と
り
を
も
ち
、
健
康
で
生
き
生

き
と
仕
事
に
取
り
組
め
、
本
分
で
あ
る
授
業

づ
く
り
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
子
ど
も
と
向
か
い
合
う
時
間
を
確
保

し
、
教
育
の
質
の
向
上
を
め
ざ
す
た
め
、
家

庭
や
地
域
の
ご
理
解
を
得
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

学
校
業
務
全
般
に
つ
い
て

◎
教
職
員
の
勤
務
時
間
は
学
校
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
午
前
８
時
20
分
～
午
後

４
時
50
分
も
し
く
は
午
前
８
時
15
分
～
午

後
４
時
45
分
の
い
ず
れ
か
で
す
。

◎
定
時
退
勤
日
（
少
な
く
と
も
１
週
間
の

中
で
１
日
）
を
学
校
ご
と
に
設
定
し
、原
則
、

午
後
６
時
に
学
校
を
閉
め
ま
す
。

[

火
曜
日]

島
・
岡
山
・
金
田
・
桐
原
の
各

小
学
校

[

水
曜
日]

桐
原
東
・
馬
淵
の
各
小
学
校
、

す
べ
て
の
中
学
校　

[

金
曜
日]

八
幡
・
沖
島
・
北
里
・
武
佐
・

安
土
、
老
蘇
の
各
小
学
校

◎
定
時
退
勤
日
以
外
の
日
に
つ
い
て
は
、

遅
く
と
も
原
則
午
後
８
時
に
は
学
校
を
閉

め
ま
す
。

◎
長
期
休
業
中
「
学
校
閉
庁
日
」
を
設
け

ま
す
。

[

夏
季]

８
月
10
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で

の
７
日
間

[

冬
季]

12
月
28
日
か
ら
１
月
４
日
ま
で
の

８
日
間

中
学
校
の
部
活
動
指
導
に
つ
い
て

◎
平
日
に
休
養
日
（
ノ
ー
部
活
デ
ー
）
を

設
け
ま
す
。

◎
土
・
日
曜
に
部
活

動
を
行
う
場
合
、
い

ず
れ
か
１
日
を
休
養

日
と
し
ま
す
。

◎
朝
練
習
は
、
原
則

と
し
て
実
施
し
ま
せ

ん
。

学
習
を
終
え
て
の
児
童
の
感
想
（
抜
粋
）

自
分
が
し
て
い
き
た
い
こ
と

・
い
ろ
い
ろ
な
人
に
あ
い
さ
つ
す
る
。

・
老
蘇
の
ね
ぎ
作
り
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
。

・
町
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
自
然
や
環

境
を
大
切
に
す
る
。

[

学
習
の
成
果]

ふ
る
さ
と
の
ま
ち
の
特
色
や
農
業
を
営

む
方
々
の
思
い
に
触
れ
る
活
動
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
よ
さ
を
再
発
見
し
、
応
援
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

安土信長ねぎを栽培する農家の人から
話を聞く老蘇小３年生

むしゃりんどうをヨシペンとヨシ紙
を使ってスケッチした武佐小３年生



近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）

消費者トラブルで困ったらご相談ください！

い や や

　通信販売の返品には気をつけて！

消費者ホットライン　１８８TEL（３６）５５６６・FAX（３６）５５５３または

写真や画像を見て注文する

も
ん
て
き
て
！
沖
島
！

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う「
ふ
る
さ
と
沖
島
」

　

沖
島
は
、
淡
水
湖
に
浮
か
ぶ
島
に
約

２
４
０
人
が
暮
ら
し
、
小
学
校
も
あ
る

こ
と
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
近
年
観
光
に
訪
れ
る
人
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
漁
師
を
し

な
が
ら
暮
ら
し
て
き
た
沖
島
の
人
々
も

高
齢
と
な
り
、
島
の
存
続
も
心
配
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
25
年
に
離

島
振
興
法
の
追
加
指
定
を
受
け
た
こ
と

で
、
沖
島
の
Ｐ
Ｒ
事
業
や
湖
魚
祭
り
事

業
な
ど
に
島
民
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
沖
島
を
盛
り
上
げ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
学
区
域
の

弾
力
化
に
よ
り
、
他
学
区
か
ら
沖
島
小

に
通
っ
て
い
る
児
童
が
今
年
は
12
人
い

ま
す
。
島
内
の
児
童
と
合
わ
せ
て
14
人
、

昨
年
よ
り
再
開
さ
れ
た
沖
島
保
育
所
の

園
児
３
人
も
含
め
、
子
ど
も
た
ち
の
声

が
島
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
な
行
事

と
し
て
春
の
ケ
ン
ケ
ン
山
登
り
、
運
動

会
、
文
化
祭
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

行
事
を
通
じ
て
、「
子
ど
も
か
ら
老
人

ま
で
皆
が
安
心
し
て
住
め
る
沖
島
」
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
運

動
会
は
、
沖
島
小
の
児
童
、
保
育
所
の

園
児
が
直
接
地
域
の
人
々
と
交
流
で
き

る
絶
好
の
機
会
で
す
。
小
学
生
の
徒
競

走
の
後
、
大
人
も
全
力
疾
走
し
た
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
玉
入
れ
を
子
ど
も
た
ち

　新聞広告に掲載していた
靴を電話で注文した。商品が届き、
履いてみるとサイズが合わなかった
のですぐに返品した。ところが業者
から「広告にも明記しているとおり
自己都合では返品できない」と言わ
れ、そのまま送り返された。

沖
島
学
区
の
訪
ね
て
み
た
い
ま
ち
づ
く
り

　通信販売（広告やカタログなどを見

て、自分からはがきや電話、インター

ネットなどで申し込む取り引き）には

クーリング・オフ制度はありません。

したがって広告やカタログなどに、返
品の可否や返品期限などが書いてある

が
応
援
し
た

り
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
老

喜
の
里
の
職

員
さ
ん
た
ち

に
交
じ
っ
て

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お

母
さ
ん
た
ち

が
ダ
ン
ス
し

た
り
と
終
日
笑
い
が
絶
え
な
い
楽
し
い

ひ
と
と
き
で
す
。
草
刈
り
や
会
場
設
営

な
ど
準
備
は
大
変
で
す
が
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
み
ん

な
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら

沖
島
を
研
究
し
て
い
る
学
生
た
ち
も
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
て
、
沖
島
に
約
２
年

間
移
住
し
た
滋
賀
県
立
大
学
の
学
生
は
、

行
事
ば
か
り
で
な
く
沖
島
の
生
活
そ
の

も
の
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

沖
島
小
に
通
う
子
ど
も
た
ち
、
沖
島

に
興
味
を
持
ち
関
わ
ろ
う
と
し
て
く
れ

る
人
々
が
、
沖
島
に
暮
ら
す
人
や
島
の

出
身
者
と
同
じ
く
ら
い
沖
島
を
ふ
る
さ

と
と
し
て
大
切
に
思
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
、
沖
島
の
存
続
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　

沖
島
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

   

・

（
33
）
９
７
７
９

ま
ち
づ
く
り
協
働
課

   

（
36
）
５
５
５
２
・

（
36
）
５
５
５
３

問

まち協
訪問

８月号は、「金田学区まちづくり協議会」を紹介します。

場合はそれに従うことになります。
　しかし、返品についての説明がな
ければ、商品などを受け取った日か
ら数えて 8 日以内であれば購入者
が送料負担で返品することができま
す。今回のケースでは広告に「自己
都合での返品は不可」と書いてあっ
たため、事業者の合意なく返品する
ことはできません。

通信販売では、店舗に行かずに
購入できるので便利な反面、注文前
に商品を手にとることができず、写
真や画面をみて購入することになり、
カタログやインターネットの画面に
サイズなどが明記されていても、商

品が届くと、「サイズが合わなかっ
た」、「イメージと違った」などの
関するトラブルが発生しています。

注文する前には、必ず返品対
応が可能であるかを確認し、慎重
に検討しましょう。

事例

世代を超えて盛り上がる運動会 (上下とも）

こんな

はずでは…

8広報おうみはちまん　2019.7.1



広報おうみはちまん　2019.7.19

お気軽にご相談ください ７月の各種無料サポートガイド
相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談
10日R  （受付   2日E午前８時30分～）
24日R  （受付16日E午前８時30分～）
    午後１時～４時、各回先着６人

市役所２階会議室 人権・市民生活課
TEL（３６）５５６６・（３６）５８８１
FAX（３６）５５５３
※相談は年度内に１回、ひとり30分司法書士相談 17日R  (受付  9日E午前８時30分～）

    午後１時～４時、先着６人
市役所２階会議室

行政相談 11日T　午後１時30分～４時 総合支所消防司令室 人権・市民生活課
TEL（３６）５８81・FAX（３６）５５５３人権相談 11日T 、25日T　午後１時～４時 市役所２階会議室

職業相談

９日E　午前９時30分～ 11時30分 八幡子どもセンター 商工労政課
TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０９日E　午後１時30分～  ３時30分 八幡東子どもセンター

月～金曜　午前８時30分～午後５時 ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL（３３）８６０９

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談） 26日Y　午後５時～８時 アクティ近江八幡 商工労政課

TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０

創業個別相談
７月１日W　午前９時～午後８時 安土町商工会 商工労政課

TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０
近江八幡商工会議所　TEL(33)4141
安土町商工会　TEL(46)2389８月５日W　午前９時～午後８時 近江八幡商工会議所

農業相談
7月１日W・8月１日T　
　　　　午前9時30分～ 11時30分

総合支所消防司令室 農業委員会TEL（３６）５５２０

男性介護者のつどい 24日R　午後１時30分～３時
*高齢のご家族を介護されている男性対象

ひまわり館２階　研修室1 長寿福祉課
TEL（３１）３７３７・FAX（３１）３７３８

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

月～金曜　午前９時～午後４時30分 教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL（３７）８８７７

火曜 　　  午前９時～午後４時30分 教育相談室
（安土コミュニティセンター３階）

教育相談室（安土コミュニティセンター 3階)
TEL（46）６２５０

保育人材バンク
『出張就職相談』

７月19日Y・８月22日T

　午前10時～正午、午後 １時～４時
滋賀マザーズジョブステーション
（県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL０７７(５１６)９０９０

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL（３６）１８３１

一日年金相談所
７月４日T　午前10時～午後４時 ひまわり館２階研修室１ 草津年金事務所お客様相談室

TEL０７７（５６７）１３８３８月１日T　午前10時～午後４時 市役所４階第１委員会室

心配ごと相談 月～金曜(祝日除く)の偶数日　午後１時～４時
ひまわり館

社会福祉協議会
TEL（３２）６１１１・FAX（３６）６９１０福祉の困りごと相談 月～金曜(祝日除く)午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談 ８日W、22日W　午後１時～３時

ひまわり館
社会福祉協議会
TEL（３１）２６７７・FAX（３６）６９１０ボランティア・

地域福祉活動相談 月～金曜(祝日除く)午前8時30分～午後５時

更生保護相談 23日E　午後１時～４時
近江八幡・竜王更生保護サポ
ートセンター（総合支所３階）

近江八幡・竜王更生保護サポートセ
ンター　TEL(46)3141（内線３４５）

税務相談 ７月４日T　午前10時～午後４時
近江八幡納税協会

（商工会議所２階）
（公社）近江八幡納税協会
TEL（３３）４１２１・FAX（３６）８４１５

相続等くらしの問題
行政書士無料相談 26日Y　午後１時30分～３時30分 滋賀中央信用金庫八幡西支店

県行政書士会湖東支部（江南事務所）
TEL（３３）５００５・FAX（３６）７５２３

無料健康相談 ４T・10 日R・16 日E・22 日W・30 日E
　午前９時～ 11時 滋賀八幡病院

滋賀八幡病院
TEL（３３）７１０１・FAX（３２）７７２５

要電話予約

要予約

要予約

要予約

要予約

「近江八幡市人権啓発カレンダー 2019」に掲載した
作品をご紹介します。

毎月１日は人権を考える日

桐原東小学校
　小林世奈さん

◆ポスター・絵手紙部門

要予約

『ちがうから　素敵なんだよ　君と僕』　
　　　　　　　　八幡西中学校　野上　夢叶さん

◆標語部門

桐原小学校
　加藤優絆さん

要電話予約



お
知
ら
せ
伝
言
板

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

免
震
装
置
交
換
工
事
が
終
了

　

新
た
に
憩
い
の
広
場
が
完
成

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

�

（
33
）３
１
５
１
・
（
33
）４
８
７
７

問

問新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

「
地
区
計
画
」
の
変
更
案
を
縦
覧
で
き
ま
す

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨

年
１
月
か
ら
、
免
震
装
置
交
換
工

事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
工
事
中

は
振
動
や
騒
音
な
ど
、
入
院
中
や

ご
来
院
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
近

隣
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

無
事
に
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
の
た
め
に
撤

去
し
ま
し
た
桐
原
東
小
学
校
側
の

築
山
部
分
は
、
入
院
中
や
ご
来
院

の
皆
さ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ
や
散
歩
、

休
憩
な
ど
に
利
用
で
き
る
憩
い
の

広
場
と
し
て
新
た
に
整
備
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
隣
接
す
る
駐
車
場

を
拡
張
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第
１
回
市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員

会
を
開
催
し
ま
す

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
役

所
庁
舎
を
令
和
５
年
度
に
竣
工
す
る
た
め

基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

冒
頭
に
は
（
公
財
）
都
市
化
研
究
公
室
の

光
多
長
温
理
事
長
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
を

行
い
、
本
市
の
官
庁
街
や
市
庁
舎
に
必
要

な
機
能
を
考
え
、
共
有
す
る
機
会
と
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
７
月
３
日
R　

午
後
２
時
か
ら

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

場
所　
市
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
市
長
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
案
件

　

近
江
八
幡
八
日
市
都
市
計
画
「
地
区
計

画
」
の
変
更
【
商
業
機
能
交
流
拠
点
地
区

地
区
計
画
ほ
か
】

市
庁
舎
整
備
推
進
室

�

（
36
）５
５
７
７
・
（
32
）２
６
９
５

都
市
計
画
課

（
36
）５
５
１
０

0
1
1
2
1
0
@
city.om

ihachim
an.lg.jp

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務

委
託
事
業
者
が
決
定

　

４
月
２
日
に
公
告
し
ま
し
た
市
庁
舎
整

備
基
本
計
画
策
定
業
務
の
委
託
事
業
者
の

選
定
は
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。
５
月
30
日
に
開
催
し
た

選
定
委
員
会
に
お
い
て
最
優
秀
提
案
事
業

者
を
特
定
し
、
６
月
10
日
付
け
で
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
市
庁
舎
に
関
す
る
情
報

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

縦
覧
期
間

　

７
月
３
日
R
～
７
月
16
日
E
（
土
日
・

祝
日
を
除
く
執
務
時
間
内
）

縦
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
（
総
合
支
所
１
階
）

意
見
の
提
出
期
間

　

７
月
３
日
R
～
７
月
16
日
E

意
見
書
の
提
出
方
法

　

所
定
の
様
式
に
意
見
内
容
と
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申

問
・

駐車場を拡張

憩いの広場を整備
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（第６投票所沖島コミュニティセンターは
午前６時～午後７時）

参議院議員通常選挙

投
票
で
き
る
人

　

平
成
13
年
７
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
31
年
４
月
３
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。

投
票
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
を
確
認
の
う
え
、
投
票
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

投
票
所
入
場
整
理
券
を
世
帯
ご
と
に
ま

と
め
て
郵
送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、

ご
自
身
の
入
場
整
理
券
で
あ
る
こ
と
を
確

認
の
う
え
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

○
長
期
入
院
（
療
養
）
し
て
い
る
人

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
不
在
者
投
票
施

設
と
し
て
指
定
し
た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る
人
は
、

施
設
の
長
に
申
し
出
る
と
、
そ
の
施
設
で

投
票
で
き
ま
す
。

○
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
人

　

出
張
な
ど
で
名
簿
登
録
地
以
外
の
遠
隔

地
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
地
の
選

挙
管
理
委
員
会
で
投
票
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
が
必
要
で
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

投票時間　午前７時～午後８時7.21

明
る
い
選
挙
推
進
啓
発
用
作
品
の
募
集

▼
ポ
ス
タ
ー
の
部

応
募
資
格　
市
内
小
・
中
学
校
、
高
等
学

校
、特
別
支
援
学
校
の
児
童
ま
た
は
生
徒
。

１
人
１
点
限
り
。

規
格　
画
用
紙
の
四
つ
切
、
八
つ
切
、
も

し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ
で
、
描
画

材
料
は
自
由
。

※
作
品
裏
面
右
下
に
、
学
校
名
、
学
年
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
明
記
の
こ
と
。

▼
標
語
の
部

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人（
年
齢
不
問
）。

応
募
点
数
の
制
限
な
し
。

※
は
が
き
に
、
標
語
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。

▼
四
コ
マ
漫
画
の
部

応
募
資
格　
市
内
在
住
の
人（
年
齢
不
問
）。

１
人
１
点
限
り
。

規
格　

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
大
き
さ
で
、
カ

ラ
ー
・
白
黒
は
不
問
。

※
作
品
裏
面
右
下
に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
を
明
記
の
こ
と
。

応
募
締
切　
９
月
６
日
Y

応
募
先　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

※
入
賞
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

※
受
賞
者
の
学
校
名
、
学
年
お
よ
び
氏
名

を
公
表
し
ま
す
。

※
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側
に
属

し
、
選
挙
啓
発
に
利
用
し
ま
す
。

入
場
整
理
券
を
忘
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り

し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
れ
ば
、
投
票
で
き
ま
す
の
で
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
に
投
票
に

い
け
な
い
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
戦
傷
病
者

手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
が
い
の
程
度

が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が

要
介
護
５
の
人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
代
理
記
載
も
で
き
ま
す
。

※
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投
票

所
に
行
け
な
い
人
は
、期
日
前
投
票
所
で
、

前
も
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
に
お
越
し
の
際
は
、
入
場
整

理
券
裏
面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆７月 13 日 U ～７月 20 日 U

　午前８時 30 分～午後８時
　※市役所１階ロビーは７月５日 Y から
◆市役所１階ロビー
　総合支所１階
　サン・ビレッジ近江八幡
※いずれの投票所でも投票できます。
※安全対策工事中のため、今回はイオン
　近江八幡では行いません。

期日前投票の期間・場所

日
申・問 選挙管理委員会事務局

（33）３１１１（代表）・ （36）５５４３（直通）
（32）８７０５（直通）

※６月 20 日現在、選挙期日は確定してい
ませんので、郵送される投票所入場整理券
または市ホームページで投票日をご確認く
ださい。
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お知らせ伝言板

問

　今年 10 月から実施予定の消費税率の引き上げに伴い、低所得者・子育て世帯の消費に与える影響を緩和
するとともに、消費喚起を促すことで景気の下支えを行うことを目的とし、「近江八幡市プレミアム付商品
券」の販売を行います。

　商品券を使用できる取扱店を募集します。
　市内に店舗または営業所がある事業者が対象です。

※取扱店へ向けての説明会を８月下旬から９月上旬に
　行う予定です。
※募集期間、申込手続きなどの詳細は、決まり次第、　
　市ホームページに掲載します。

　プレミアム付商品券の販売にあたって、次の点にご注
意ください。

○販売にあたり、市や国などが手数料などの振り込みを
　求めることは絶対にありません。
○市や国などがＡＴＭの操作をお願いすることは絶対に
　ありません。

商品券の概要

７月上旬募集
商品券の取扱店を募集します

特殊詐欺や個人情報の詐取にご注意ください

近江八幡市プレミアム付商品券の販売を行います
商工労政課　 （３６）５５１７・ （４６）５３２０

対象者

①令和元年度住民税が非課税の人（課税基準日：平成 31 年 1 月 1 日）
　※ただし、住民税が課税されている人と生計を同一とする配偶者や扶養親族、
　　生活保護受給者などを除きます。
②平成 28 年４月 2 日から令和元年９月 30 日までに生まれた子が属する世帯の世帯主

商品券の金額
・1 セット４０００円で販売（５０００円分使用できます）
　（１セットは５００円券 10 枚を想定）
・1 人あたり 5 セットまで購入が可能です。

販売期間

10 月 1 日から令和２年２月 18 日まで（予定）

使用期間

10 月 1 日から令和２年３月２日まで（予定）

販売方法

対象者①の人　７月下旬～８月上旬（予定）に交付申請書を送付します。
　　　　　　　購入を希望される場合は、申請書の提出をお願いします。
対象者②の人　申請手続きは不要です。
　⇒①で申請書の審査が完了した人および②の人には、９月上旬から順次「購入引換券」を発送します。

販売場所

・市が指定する販売場所に購入引換券を持参し購入してください。
　（販売場所は現在未定です。購入引換券発送時に直接ご案内する予定です）
※ 詳しくは、販売対象者へ直接ご案内する予定です。
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申

問
・ み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・
（
32
）２
６
９
５

0
1

0
2

0
2

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３-

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力
だ
け

で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関
わ
る
全

て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、
わ

た
し
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し

ま
す
。

　

目
標
６
は
す
べ
て
の
人
々
に
安
全
な

水
と
衛
生
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
目
標
７

は
持
続
可
能
な
現
代
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

す
べ
て
の
人
々
が
利
用
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
よ
り

衛
生
面
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
電
力
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
、
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
考
え
る

こ
と
は
、
安
全
な
水
や
衛
生
を
考
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

Ｓエ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

地
球
環
境
や
経
済
活
動
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

達
成
に
は
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

身
近
な
こ
と
で
も
、「
公
共
施
設
の
ト

イ
レ
を
キ
レ
イ
に
使
う
」、「
洗
濯
の
す
す

ぎ
を
１
回
で
済
ま
す
こ
と
の
で
き
る
洗

剤
を
選
ぶ
」、「
省
エ
ネ
製
品
を
使
う
」
な

ど
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
標
６
で
は
山
や
川
、
湖
沼

な
ど
水
に
関
連
す
る
生
態
系
の
保
護
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
本
市
に
も
、
琵

琶
湖
や
西
の
湖
な
ど
、
守
ら
な
く
て
は

い
け
な
い
豊
か
な
水
源
が
あ
り
ま
す
。
ゴ

ミ
は
絶
対
に
捨
て
な
い
、
こ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成

に
貢
献
し
て
い

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
は
難
し
く
な

ん
て
あ
り
ま
せ

ん
。
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
目
標
６
）

安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に

（
目
標
７
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に

そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

交
付
日
時

　
７
月
28
日
Q　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
場
所

　

市
民
課
（
全
学
区
対
象
）

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
世
界
中
の
人
々

が
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
皆
さ
ん
が
日
々
の
暮
ら
し

や
仕
事
の
中
で
実
践
さ
れ
て
い
る
取
り
組

み
事
例
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
事

例
は
、
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ

と
を
め
ざ
し
、
事
例
集
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
へ
の
掲

載
な
ど
を
行
い
ま
す
。

募
集
内
容

　

貧
困
問
題
を
は
じ
め
、
気
候
変
動
や
生
物

多
様
性
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

17
の
ゴ
ー
ル
達
成
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

市
民
課

�

（
36
）５
５
０
０
・
（
33
）１
７
１
７

申

問
・

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
後
、
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
確
認
や
取
材
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　
８
月
30
日
Y
ま
で

応
募
方
法　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、企
画
課
ま
で
持
参
、

ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

提
出
く
だ
さ
い
。エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

な
ど
の
資
料
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教えて
！

　

平
日
の
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）
に
市
民
課
に
連
絡
し
て

予
約
し
、
当
日
は
直
接
市
民
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
予
約
優
先
と
な
り

ま
す
が
、
予
約
な
し
で
も
状
況
に
よ
り
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド

の
受
け
取
り
が
ま
だ
の
人
も
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
証
明
書
の
発
行
や
各
種

届
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

13 広報おうみはちまん　2019.7.1
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お知らせ伝言板

会
期　
12
月
４
日
R
～
12
月
８
日
Q

会
場　
市
文
化
会
館

応
募
資
格

①
市
内
、
東
近
江
市
、
日
野
町
、
竜
王
町
、

野
洲
市
に
在
住
ま
た
は
通
学
す
る
人

②
市
内
に
通
勤
す
る
人

③
市
内
の
美
術
教
室
に
所
属
す
る
人

※
中
学
生
以
下
は
不
可

募
集
作
品
（
５
部
門
）

平
面
・
立
体
・
工
芸
・
書
・
写
真

出
品
点
数　
各
部
門
と
も
一
人
２
点
以
内
。

※
他
の
公
募
展
で
陳
列
し
た
作
品
は
応
募

で
き
ま
せ
ん
。

出
品
手
数
料　
１
点
に
つ
き
５
１
０
円

た
だ
し
、
高
校
生
は
１
点
に
つ
き
３
０
０

円
（
別
途
「
市
美
術
展
覧
会
出
品
手
数
料

減
免
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

応
募
方
法　
「
第
64
回
近
江
八
幡
市
美
術

展
覧
会
出
品
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
搬
入
日
に
出
品
手
数
料
を
添
え
て

作
品
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

搬
入
日
時

11
月
29
日
Y　

午
後
１
時
30
分
～
６
時
30
分

11
月
30
日
U　

午
前
９
時
～
正
午

搬
入
場
所

文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

そ
の
他

　

部
門
ご
と
に
作
品
を
鑑
査
し
、
入
賞
作

品
を
定
め
、
展
覧
会
で
陳
列
し
ま
す
。

　

審
査
で
優
秀
な
作
品
を
推
奨
し
、
各
部

門
に
お
い
て
「
特
別
賞
」
な
ど
の
賞
の
ほ

か
「
無
鑑
査
奨
励
賞
」、「
ヤ
ン
グ
奨
励
賞
」

（
高
校
生
か
ら
23
歳
ま
で
）
も
設
け
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

募
集
要
項
・
出
品
申
込
書
は
、
市
役
所
、

総
合
支
所
、
市
文
化
会
館
、
図
書
館
、
各

学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
８
月
か

ら
配
備
し
ま
す
。
ま
た
、
募
集
要
項
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　

性
別
に
よ
る
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
そ
の
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
、
地
域
・
職
場
・
家
庭
・

学
校
の
中
で
、
男
女
共
同
参
画
の
イ
メ
ー

ジ
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
絵
手
紙
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
団
体
に

よ
る
作
品
は
不
可
）。

応
募
部
門　

小
学
生
、中
学
生
、一
般
（
高

校
生
を
含
む
）

作
品
例

①
家
庭
の
中
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
男
性
が
積
極

的
に
関
わ
る
様
子
や
、
家
庭
内
で
協
力
し

合
っ
て
い
る
様
子
な
ど

②
職
場
や
学
校
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

男
性
（
女
性
）
の
多
い
職
業
や
部
活
動

で
女
性
（
男
性
）
が
活
躍
す
る
様
子
な
ど

③
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

　

今
ま
で
女
性
（
男
性
）
が
参
加
で
き
な

か
っ
た
行
事
に
女
性
（
男
性
）
が
参
加
し

て
い
る
様
子
や
、
男
女
が
共
に
協
力
し

合
っ
て
い
る
様
子
な
ど

応
募
規
定

①
作
品
は
絵
と
文
字
の
入
っ
た
絵
手
紙

（
イ
ラ
ス
ト
）
と
し
ま
す
。

②
郵
便
は
が
き
ま
た
は
同
サ
イ
ズ
の
用
紙

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

③
応
募
作
品
は
未
発
表
・
自
作
の
も
の
で
、

他
の
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
応
募
し
て
い
な

い
作
品
に
限
り
ま
す
。

④
１
人
３
点
以
内
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
勤
務
先

ま
た
は
学
校
名
（
学
年
）
を
明
記
の
う
え
、

人
権
・
市
民
生
活
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　
９
月
10
日
E
必
着

入
賞
作
品
の
表
彰　
入
賞
作
品
は
、
広
報

お
う
み
は
ち
ま
ん
な
ど
で
公
表
す
る
と
と

も
に
、
11
月
９
日
U
開
催
予
定
の
「
男
女

共
同
参
画
市
民
の
つ
ど
い
」
で
表
彰
し
ま

す
。

※
９
ペ
ー
ジ
に
「
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー

２
０
１
９
」
に
掲
載
し
た
作
品
を
毎
月
、

紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
64
回
近
江
八
幡
市
美
術
展
覧
会

男
女
共
同
参
画
推
進
啓
発
作
品

「
男
女
が
輝
い
て
生
き
る
」絵
手
紙

問

問

文
化
観
光
課　

（
36
）５
５
２
９
・
（
36
）５
８
８
２

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
８
８
１
・
（
36
）５
５
５
３

〒
５
２
３
ー
８
５
０
１（
住
所
記
載
不
要
）
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廃
棄
物
を
単
に
焼
却
処
理
せ
ず
、
焼
却

の
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
・
利
用
す
る
こ
と
を
「
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
」
と
い
い
ま
す
。

　

ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
洗
剤
容
器
、
卵
パ
ッ
ク
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、
「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
原
料
は
原
油
で
、
燃
や
す
と
高
い
熱
を

発
し
ま
す
。

　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
施
設
で
す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
発
電
し
、
施
設
内
で
使
用
す
る
電
力

を
ま
か
な
い
、
余
剰
電
力
が
あ
れ
ば
売
電

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
健
康
ふ

れ
あ
い
公
園
の
温
水
プ
ー
ル
に
余
熱
を
供

給
し
て
い
ま
す
。

　

「
無
料
回
収
」
と
印
刷
さ
れ
た
チ
ラ
シ

が
ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
な
ど
の

市
の
許
可
を
受
け
ず
に
、
集
落
内
を
軽
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
で
巡
回
し
、
家
電
製
品
な
ど

を
回
収
す
る
行
為
は
違
法
行
為
で
す
。
絶

対
に
利
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

チ
ラ
シ
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
当
て
は

ま
る
と
要
注
意
で
す
。
無
料
と
思
わ
せ
て

お
い
て
、
法
外
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
事

案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
営
業
所
の
所
在
地
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

・
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
は
携
帯
電
話
の
み
。

・
あ
た
か
も
合
法
な
許
可
を
受
け
て
い
る

か
と
錯
覚
さ
せ
る
「
古
物
商
許
可
番
号
」

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

・
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
目
な
ど

は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
あ
い

ま
い
な
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
、
珪け

い
そ
う
ど

藻
土
バ

ス
マ
ッ
ト
が
「
燃
え

な
い
」
ご
み
と
し
て

出
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
増
え
て
い
ま
す
。

水
を
吸
わ
な
く
な
っ
た
か
ら
、
と
す
ぐ
に

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

珪
藻
土
は
水
分
を
吸
収
し
ま
す
が
、
皮

脂
や
汚
れ
は
表
面
に
付
着
し
ま
す
。
皮
脂

や
汚
れ
が
付
着
す
る
と
、
目
詰
ま
り
を
起

こ
し
、
吸
水
し
な
く
な
り
ま
す
。

　

吸
水
能
力
を
復
活
さ
せ
る
に
は
、
次
の

方
法
が
あ
り
ま
す
。

・
使
用
後
は
こ
ま
め
に
タ
オ
ル
で
水
分
を

拭
き
と
る
。

・
月
一
回
程
度
、
ス
ポ
ン
ジ
な
ど
で
水
洗

い
し
、
日
陰
干
し
を
す
る
。

　

そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
場
合
は
紙
や
す

り
で
表
面
を
さ
っ
と
削
る
こ
と
で
目
詰
ま

り
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

紙
や
す
り
を
か
け
る
と
、
削
っ
た
粉
が
出

る
の
で
、
水
を
か
け
な
が
ら
行
う
と
後
片
付

け
も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、お
持
ち
の
バ
ス
マ
ッ

ト
の
取
扱
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
珪
藻
土
バ
ス
マ
ッ
ト
は
「
燃
え
な

い
ご
み
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
材
質
か

ら
「
埋
立
ご
み
」
と
し
て
最
終
処
分
場
へ
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

適
法
な
焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物
（
ご

み
）
を
燃
や
す
こ
と
を
「
野
焼
き
」
と
い

い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
と
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
宅
の
庭
な
ど
で
庭
木
を
剪

定
し
た
も
の
や
家
庭
ご
み
を
集
め
て
燃
や

す
こ
と
は
違
法
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
い
る
人
に
と

っ
て
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て
き
た
習
慣
で

あ
っ
て
も
、
周
辺
に
お
住
ま
い
の
人
は
煙

で
せ
き
込
ん
だ
り
、
飛
散
す
る
灰
や
臭
い

が
洗
濯
物
に
付
着
す
る
な
ど
、
困
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
思
わ
ぬ
も
の
に
引
火
し
て
、
建

物
ま
で
火
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
火

災
が
近
隣
市
町
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
同
法
施
行
令
で
は
、
た
き
火

な
ど
軽
微
な
も
の
は
例
外
と
し
て
焼
却
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
産
業
廃
棄
物
で

あ
る
木
く
ず
を
集
め
て
燃
や
し
て
い
な
が

ら
、
平
然
と
「
た
き
火
を
し
て
い
る
だ
け

だ
」
と
主
張
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
周

辺
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
態
で
あ
る
と

指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
安
易
に

燃
や
す
行
為
は
慎
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

環
境
課　

（
36
）５
５
０
９

「
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

少
し
の
手
入
れ
で
長
く
使
お
う
！

「
無
料
回
収
」の
落
と
し
穴

「
野
焼
き
」は
違
法
で
す

ごみ焼却時に発生する余熱を利用した
健康ふれあい公園の温水プール



お知らせ伝言板

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
国
民
健
康
保

険
料
の
決
定
通
知
書
は
６
月
中
旬
頃
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
に
よ
る
納
付
の

人
は
、
決
定
通
知
書
に
各
納
期
分
の
納
付

書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
期

未
到
来
分
の
納
付
書
は
、
皆
さ
ん
の
お
手

元
で
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
で
は
、
世
帯
単
位
で
保

険
料
を
計
算
し
、
納
付
義
務
者
は
世
帯
主

で
す
。保
険
料
の
通
知
や
納
付
書
な
ど
は
、

世
帯
主
あ
て
に
送
付
し
ま
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
届
け

出
は
14
日
以
内
に
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

的
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格
変
更
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
。届
け
出
が
遅
れ
る
と
、医
療
費

が
全
額
自
己
負
担
と
な
っ
た
り
、
保
険
料

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
が
一
体
化

し
ま
す

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
現

在
、「
被
保
険
者
証
」
に
加
え
て「
高
齢
受

給
者
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
８
月

１
日
以
降
の
更
新
か
ら「
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
」
に
一
体
化
さ
れ
た
も
の

を
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療
費
受

給
券（
助
成
券
）
を
お
持
ち
の
70
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
、
８
月
以
降
、

被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
と
福
祉
医

療
費
受
給
券（
助
成
券
）
を
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

区　　分 所得割率 均等割額
（加入者１人につき）

平等割額
（加入世帯１世帯につき） 賦課限度額

基礎賦課額
（医療分） 7.10％ 26,800 円 20,400 円 61 万円

後期高齢者支援金
（支援分） 2.63％ 9,000 円 7,400 円 19 万円

介護納付金
（介護分） 2.26％ 8,700 円 4,800 円 16 万円

合　　計 11.99％ 44,500 円 32,600 円 96 万円
介護分除く 9.73％ 35,800 円 27,800 円 80 万円

■平成 31（令和元）年度国民健康保険料率（※介護納付金は 40 歳以上 65 歳未満の人のみ該当）

法改正により、賦課限度額について医療分が３万円引き上げられます。
均等割額・平等割額は、世帯の総所得と加入者数に応じて７割・５割・２割の軽減措置があります。

国
民
健
康
保
険

　

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

平成
31 年度

特定健診の受診による病気

の早期発見・治療や生活習

慣の改善、ジェネリック医

薬品の利用で年々増加する

医療費を抑制することがで

きます。皆さんのご協力を

お願いします。

新
し
い
被
保
険
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

　

現
在
使
用
中
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
お
よ
び
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
31
日

で
期
限
が
切
れ
、使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
、
医
療
機
関
な
ど
に
か

か
る
際
は
必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証（
70

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
）
を
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
新
し
い
被
保
険
者
証
な
ど
は
７

月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し
ま
す
。
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
を
お
確
か

め
い
た
だ
き
、
内
容
に
誤
り
な
ど
が
あ
る

場
合
は
保
険
年
金
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
お

よ
び
高
齢
受
給
者
証
は
各
自
で
責
任
を
持

っ
て
破
棄
す
る
か
、
市
役
所
窓
口
へ
お
返

し
く
だ
さ
い
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
更
新

　

認
定
証
の
期
限
は
７
月
31
日
ま
で
で

す
。
認
定
証
の
更
新
を
希
望
す
る
人
は
、

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
お
よ
び
運
転
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
、

７
月
24
日
R
以
降
に
市
役
所
窓
口
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
は
、
月
曜
日
お
よ
び
金
曜
日
は
非

常
に
混
み
合
い
ま
す
。
待
ち
時
間
が
長
時

間
に
お
よ
ぶ
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
険
年
金
課�

（
36
）５
５
０
１

安
土
未
来
づ
く
り
課�

（
46
）７
２
０
６

申

問
・

被保険者証 兼 高齢受給者証

２枚が１枚になります
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ

今
年
度
の
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

に
、平
成
31（
令
和
元
）年
度
の
保
険
料
額

や
、
お
支
払
い
の
方
法
に
つ
い
て
の
通
知

書
を
、
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料

は
、
平
成
30
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
支
払
方
法

　

通
知
書
の「
特
別
徴
収
」
の
欄
に
金
額

が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
金
額
が
公

的
年
金
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

　
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
金
額
が
記
載
さ

れ
て
い
れ
ば
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

８
月
１
日
は
、年
に
一
度
の
被
保
険
者
証

の
更
新
日
で
す

　

８
月
１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保
険

者
証
は
、７
月
中
に
簡
易
書
留
で
発
送
し

ま
す
。

　

更
新
に
と
も
な
い
、
現
在
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
全
員
の
被

保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
１
日
以
降
は
、
今
お
持

ち
の
被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
和
と
は
何
か
、
幸
せ
と
は
何
か
を
考

え
る
機
会
と
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
10
日
U　

午
後
１
時
30
分
～

４
時

場
所　
市
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
　
○
平
和
祈
念
式
典
／
追
悼
の
言

葉
、献
花
、平
和
宣
言
、平
和
の
折
鶴
の
献

呈
、平
和
へ
の
誓
い（
作
文
発
表
）

○
記
念
事
業
／
平
和
へ
の
賛
歌（
女
声
合

唱 

ラ
・
フ
ル
ー
ル
近
江
八
幡
）、
構
成
劇

（
県
立
八
幡
商
業
高
等
学
校 

演
劇
部
）

○
平
和
を
考
え
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
／
戦
争

体
験
に
ま
つ
わ
る
物
品
、
写
真
・
パ
ネ
ル

な
ど
の
展
示

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

保
険
年
金
課�

（
36
）５
５
０
１

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合�

０
７
７（
５
２
２
）３
０
１
３

申

問
・

問問

福
祉
政
策
課�

（
36
）５
５
８
５
・

（
32
）６
５
１
８

人
権
・
市
民
生
活
課�

（
36
）５
８
８
１
・

（
36
）５
５
５
３

第
10
回
平
和
祈
念
式
を
開
催
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
更
新

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」（
以
下
、

限
度
額
証
）は
、入
院
時
や
、高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
る
と
き
に
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
す
る
と
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

の
お
支
払
い
の
上
限
が
限
度
額
ま
で
と
な

り
、
非
課
税
世
帯
の
人
は
入
院
時
食
事
代

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

・
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
の
人

手
続
方
法

　

７
月
31
日
ま
で
有
効
の
限
度
額
証
を
お

持
ち
の
人
で
、８
月
以
降
も
対
象
と
な
る

人
に
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封
し

て
郵
送
し
ま
す（
申
請
手
続
き
不
要
）。

　

対
象
と
な
る
人
で
限
度
額
証
を
お
持
ち

で
な
い
人
は
被
保
険
者
証
と
印
鑑（
認
印

で
可
）
を
ご
持
参
の
う
え
、
市
役
所
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

氏　名 担当学区
安田 晴彦 八幡
鎌田 正子 八幡
宮尾 光栄 島
浜田 敏次 岡山
中西 隆 金田

中西 あさ子 金田
新垣 善博 桐原
舩橋 則子 桐原
間瀨 寛道 馬淵
石橋 利一 北里
児玉 章宏 武佐
富山 郁子 安土
林 秀一 老蘇

　人権擁護委員は、市長の推薦を受
けて法務大臣から委嘱された人で
す。人権に対する理解を深めてもら
うための啓発や人権相談などの活動
をしています。
　委員による人権相談を毎月開催し
ています。人権に関わることは、ひと
りで悩まずご相談ください。詳しく
は９ページをご覧ください。

昨年の平和祈念式

（敬称略）

17 広報おうみはちまん　2019.7.1



お知らせ伝言板

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
自
動
車
燃
料
の
費
用
助
成

障
が
い
福
祉
課　

�
(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

安
土
未
来
づ
く
り
課　

�
(

46)

７
２
０
６
・

(

46)

６
１
４
６

健
康
推
進
課

�

（
33
）４
２
５
２
・�

（
34
）６
６
１
２

申
問
・

問

　

移
動
時
に
支
援
が
必
要
な
障
が
い

者
に
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
ま
た
は
自
動

車
燃
料
費
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
（
施
設
入
所
者
を

除
く
）
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
障
が
い
者
本
人
の
平
成
31
年
度
（
令

和
元
年
度
）
市
民
税
が
非
課
税
の
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
人
の
う
ち
、
肢
体
不
自
由
（
下
肢
・

体
幹
・
脳
原
性
移
動
機
能
障
害
に
限

る
）
・
視
覚
・
腎
臓
・
呼
吸
器
機
能

障
害
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
そ
の

障
害
等
級
が
単
独
で
１
級
ま
た
は
２

級
に
該
当
す
る
人

※
総
合
等
級
で
は
な
く
、
各
部
位
の

個
別
等
級
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

助
成
額(

次
の
ど
ち
ら
か
を
選
択)

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

６
０
０
０
円
（
５
０
０
円
×
12
枚
）

②
自
動
車
燃
料
費
助
成
券

３
０
０
０
円
（
１
０
０
０
円
×
３
枚
）

※
年
度
途
中
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
方
法　

市
と
協
定
を
締
結
し
た
事

業
者
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

申
込
方
法　

７
月
１
日
W
以
降
に
身
体

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
向
け

福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
活
用
く
だ
さ
い

障
が
い
福
祉
課

�
(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

申
問
・

　

市
障
が
い
児
者
地
域
自
立
支
援
協

議
会
（
障
が
い
児
支
援
促
進
部
会
）

で
は
、
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
や

保
護
者
の
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
し
、
必
要
な
支
援
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
、
「
は
ー
と
ふ
る
♡

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

障
害
者
手
帳
制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

の
制
度
や
事
業
所
、
各
種
相
談
窓
口

な
ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
障
が
い
福

祉
課
（
ひ
ま
わ
り
館
）
や
小
中
学
校
、

保
育
所
・
幼
稚
園
な
ど
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

　

献
血
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
、

よ
り
一
層
の
献
血
運
動
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日

ま
で｢
滋
賀
県
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動｣

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ
る
輸

血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、皆
さ
ん
の
善

意
の
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

幼
児
課

�

（
36
）５
５
７
９
・

(

32)

６
５
１
８

問

「
保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？
」

あ
な
た
ら
し
い
働
き
方
が
み
つ
か
り
ま
す

　

保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る
学

生
や
求
職
者
を
対
象
に
、
市
内
の
保
育

所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保

育
事
業
所
・
家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど

で
働
く
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　

各
園（
所
）の
保
育
内
容
・
特
色
や
働

く
保
育
士
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履
歴
書

不
要
・
服
装
自
由
・
入
退
室
自
由

日
時　

８
月
24
日
U  

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

場
所　

市
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

対
象　

保
育
士
養
成
校
を
卒
業
予
定
の

学
生
、
す
で
に
保
育
士
資
格
や
看
護
師

資
格
を
持
つ
求
職
者

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

 

午
前
10
時
～
11
時
45
分

 

午
後
１
時
～
４
時

Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅
南
口

７
月

21
日
Q 　
（
一
般
献
血
）

広げよう、献血の輪！

Give blood. Save life

少
し
の
勇
気
と
温
か
い
思
い
や
り
で
、

     

あ
な
た
に
も
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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７
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
で
す

健
康
推
進
課　

�

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

　

｢

熱
中
症｣

は
、高
温
多
湿
な
環
境
に
長

く
い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や

塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
屋
外
だ

け
で
な
く
室
内
で
何
も
し
て
い
な
い
と
き

で
も
発
症
し
ま
す
。

　

熱
中
症
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
熱
中
症
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
は
予
防
が
大
事

〇
こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
体
温
調
整

　

こ
ま
め
な
水
分
補
給
と
保
冷
剤
・
冷
た

い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
却
し
、
体
温
上

昇
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〇
室
内
で
気
を
付
け
る
こ
と

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
室
温
を
こ
ま
め
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
な
ど
で
直
射

日
光
を
さ
え
ぎ

り
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
主
な
症
状

○
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
手
足
の
し

び
れ
、筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
、頭
痛
、吐

き
気
、嘔
吐
、倦
怠
感
な
ど

〇
重
症
に
な
る
と
、
意
識
消
失
、
け
い

れ
ん
、か
ら
だ
が
熱
い
な
ど

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は

　

涼
し
い
場
所
に
避
難
し
、
衣
服
を
ゆ

る
め
、
体
を
冷
や
す
。
水
分
と
塩
分
を

補
給
す
る
。
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、

意
識
が
な
い
場
合
は
救
急
車
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

問

【出典　政府広報オンライン】

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

長
寿
福
祉
課

(

31)

３
７
３
７
・

(

31)

３
７
３
８

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
普
段
の
生
活
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
や
心
配
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

要
予
約
・
参
加
無
料

日
時　

７
月
18
日
T　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所　

ひ
ま
わ
り
館　

研
修
室

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
問
・

〇
屋
外
で
気
を
付
け
る
こ
と

・
日
陰
や
照
り
返
し
の
少
な
い
場
所
を

歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
涼
し
い
場
所
を
利
用
し
て
こ
ま
め
に

休
憩
し
ま
し
ょ
う
。

・
通
気
性
の
よ
い
服
や
、日
傘
、帽
子
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

問「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」で
認
知
症
予
防

健
康
推
進
課

�

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

　

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は
、
足
踏
み
な
ど
の

運
動
を
し
な
が
ら
、
し
り
と
り
な
ど
の
頭

を
使
う
活
動
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
認

知
症
を
予
防
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
脳
へ
の
血
流

が
よ
く
な
り
注
意
力
や
判
断
力
を
維
持
・

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

足
踏
み
を
し
な
が
ら
、２
つ
前
の
言
葉

を
思
い
出
し
て
し
り
と
り（
下
図
）
を
し

た
り
、
頭
を
働
か
せ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
行
う
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【出典：国立長寿医療研究センター予防老年学
　　　研究部ホームページ】

1 2

3

4

5
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20

お知らせ伝言板

水
道
事
業
所　

（
36
）５
５
３
４
・

（
34
）７
４
８
０

010618@
city.om

ihachim
an.lg.jp

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課

（
33
）３
１
５
１
・

（
33
）４
８
７
７

第
４
回
夏
休
み
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
病
院
探
検
ツ
ア
ー

「
だ
ん
な
い
で
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」

協
力
企
業
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
を
募
集
し
ま
す

夏
休
み
に
お
子
さ
ま
の
予
防
接
種
を

牧
浄
水
場
の
夏
季
見
学
会

　

今
年
も
牧
浄
水
場
の
見
学
会
を
実
施
し

ま
す
。
災
害
時
な
ど
に
対
応
し
た
緊
急
給

水
装
置
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
協

賛
企
業
の
水
道
関
連
展
示
ブ
ー
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
で
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
27
日
U　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

※
荒
天（
警
報
発
令
時
）は
中
止

場
所　

牧
浄
水
場　

※
駐
車
場
あ
り

日
時　
７
月
28
日
Q　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

場
所　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

よ
し
ぶ
え

ホ
ー
ル

対
象　
小
学
５
・
６
年

生
、中
学
生
、高
校
生

定
員　
20
人
程
度

　
　
　
（
要
予
約
）

　

予
防
接
種
は
、
病
気
に
対
す
る
抵
抗

力（
免
疫
）を
つ
く
り
、感
染
症
を
予
防

し
ま
す
。母
子
健
康
手
帳
で
接
種
歴
を

確
認
し
、
計
画
的
に
接
種
を
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

二
種
混
合（
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
）

　

小
学
校
６
年
生

日
本
脳
炎
予
防
接
種
２
期

　

小
学
校
４
年
生

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
２
期

　

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
５
歳
児
ク

ラ
ス
在
園
時

定
員　

１
５
０
人
程
度
（
要
予
約
）

内
容　

水
道
事
業
の
説
明
、
浄
水
過
程
の

見
学
、緊
急
給
水
、協
賛
企
業
に
よ
る
催
し

申
込
方
法　

氏
名
、
学
区
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数（
大
人
・

子
ど
も
別
）
を
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
○
午
前
10
時
～
正
午

「
病
院
を
見
学
し
よ
う
！
」
手
術
室
や
検

査
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
な
ど
、
普
段
見
ら
れ

な
い
所
を
見
学
し
た
り
、
体
験
し
た
り
し

よ
う

〇
午
後
１
時
～
３
時

「
オ
ペ
を
体
験
し
よ
う
！
」
医
師
と
一
緒

に
ブ
タ
の
心
臓
を
使
っ
て
、
心
臓
手
術
の

模
擬
体
験
を
し
て
み
よ
う

日
本
脳
炎

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
接
種
後
に
重

い
副
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
平
成
17
年
５

月
30
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
、
積

極
的
な
接
種
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
当

時
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
20
歳

に
な
る
ま
で
は
４
回
接
種
の
う
ち
受
け
ら
れ

て
い
な
い
回
数
を
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

対
象　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
今
年
度
18
歳
に
な
る
人
は
、
母
子
健
康

手
帳
で
４
回
接
種
で
き
て
い
る
か
確
認
の

う
え
、早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
み
ん
な
で
子
育
て
家
庭
を
支

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、「
だ
ん
な
い

で
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

　

主
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
親
子
向
け

の
企
画
や
グ
ッ
ズ
を
提
供
い
た
だ
け
る

企
業
・
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
問
・

申
問
・

申
問
・

健
康
推
進
課　

�

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

子
ど
も
支
援
課　

�

（
36
）５
５
６
２
・
（
32
）６
５
１
８

問

※
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細
は
、広
報
４
月
号

と
同
時
配
付
の「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

今年のフェスタは

11月23日D 開催

”お楽しみに”

至長命寺湖周道路

　

至
大
房

特別養護
老人ホーム
水茎の里

○ ○
運動公園

●
牧浄水場

琵琶湖

水茎干拓
土地改良区

○

○
漁港
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　開館時間やイベント詳細は市ホームペー

ジから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
７月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）      （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）      （37）2862

西  八幡西子どもセンター （火～土曜日）     （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

 （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）       （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）         （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）       （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

施設を表すアイコン ・開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★青字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

30 1 2 3 4 5 6
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～

ク★子育て相談日
　午前9時～午後4時

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

東★手形・足形
　午前10時～(1歳）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

あママカフェ
　午前10時30分～

西七夕笹飾り作り
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八ティータイム
　午前11時～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八えほんのじかん
　午前11時30分～

あ七夕祭りとお話広場
　午前10時30分～

東体育館開放
　午前10時～

西★親子ヨガをしよう
　午前10時～（1歳半～）

7 8 9 10 11 12 13
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

八水遊び
　午前10時～

東★手形・足形
　午前10時～(0歳）

西水遊びをしよう
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安★子育ち講座「排泄の自立に
向けて」午前10時～（就園前まで）

あママカフェ
　午前10時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

八★パパ・ママあそぼ
（手形・足形アート）
　午前10時～

西★サッカー教室
　午前10時30分～
　（年長～小学3年生）

14 15 16 17 18 19 20
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデイ
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・金振替開室日
　午前9時30分～

あ★ティータイム＆お誕生会
　午前10時30分～

西★歯科指導
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

八★おひさま広場
（ミュージック・ケア）
　午前10時～（2歳～）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

東★カレーを作ろう
　午前9時45分～(小学生)

21 22 23 24 25 26 27
ク遊びの出前
　午前10時～(市民共生センター)

安絵本のひろば
午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク★子育て相談日
    午前9時～午後4時

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★ぽっとん落とし作り
　午前10時～

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八井戸端会議
　午前10時30分～

あママカフェ
　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

八★わくわく教室
（理科実験）
　午前10時～（小学生）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安子育て相談室
　午前9時～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★映画大会
　午後２時～(小学生)

28 29 30 31 1 2 3
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身体測定日
　午前9時30分～

あプール
　午前10時30分～

東★水遊び
　午前10時～(3歳～)

21 広報おうみはちまん　2019.7.1
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お知らせ伝言板

お知らせ伝言板

日 日時 場 場所

対 対象 内 内容

定 定員 ￥ 費用

出 出演 持 持物

講 講演・講師

申 申込方法

締 申込締切/期間

　

８
月
13
日
E
か
ら
15
日
T
ま
で
の
３
日

間
、
節
電
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

と
し
て
市
役
所
を
閉
庁
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
市
民

課
、税
務
課
、保
険
年
金
課
な
ど
、市
民
生

活
に
密
着
し
た
窓
口
は
通
常
業
務（
開
庁
）

を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
８
月
号
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課

(

36)

５
５
５
４
・

(

32)

３
２
３
７

　

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
な
ど
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始　

７
月
１
日

承
認
期
間　

原
則
７
月
～
翌
年
６
月

所
得
審
査
対
象　

①
免
除
／
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主

②
猶
予
／
本
人（
50
歳
未
満
）・
配
偶
者

※
離
職
票
な
ど
が
あ
れ
ば
失
業
し
た
人
の

所
得
は
除
外
し
て
審
査（
離
職
日
の
翌
々

年
６
月
ま
で
有
効
）さ
れ
ま
す
。

持　

本
人
確
認
書
類
、年
金
手
帳
、印
鑑
、

添
付
書
類（
離
職
票
な
ど
）

※
免
除
・
猶
予
さ
れ
ず
に
未
納
状
態
で
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
問
・
　

保
険
年
金
課

(

36)

５
５
０
２
・

(

33)

１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課

(

46)

７
２
０
６
・

(

46)

６
１
４
６

草
津
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　
　
　

０
７
７
（
５
６
７)

２
２
２
０

　

安
心
し
て
老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
老

齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
を
す
る
公
的
年
金
。

対　

○
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

20
歳
か
ら
59
歳
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者

○
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
、
海
外
居
住

者
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
人

内　

掛
金
は
自
由
に
設
定
可
能
、掛
金
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
、終
身
年
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

全
国
国
民
年
金
基
金　

滋
賀
支
部

https://w
w

w
.zenkoku-kikin.or.jp/

０
１
２
０(

６
５)

４
１
９
２

日　

８
月
25
日
Q　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分

場　

県
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー（
草
津
市
）

対　

県
内
在
住
の
12
歳
以
上（
平
成
31
年

４
月
１
日
現
在
）で
、身
体
障
害
者
手
帳
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
療
育
手
帳
を
有
す
る

か
、そ
の
取
得
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
人

申　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締　

７
月
17
日
R

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

０
７
７(

５
２
２)

６
０
０
０

０
７
７(

５
２
１)

８
１
１
８

　

要
約
筆
記
の
技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障

が
い
者
の
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
す
。
要

約
筆
記
と
は
、発
言
者
の
話
を
聞
き
、要
約

し
て
書
く
こ
と
で
、
聴
覚
障
が
い
者
に
そ

の
場
の
話
の
内
容
を
伝
え
る
通
訳
で
す
。

日　

９
月
３
日
～
令
和
２
年
２
月
４
日

（
火
曜
日
・
全
17
回
）、午
後
１
時
30
分
～

場　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー（
草
津
市
）

対　

全
回
受
講
可
能
な
18
歳
以
上
の
人

￥　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
６
０
０
円
）

締　

８
月
16
日
Y

※
開
催
要
項
・
申
込
書
を
請
求
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

県
立
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

０
７
７
（
５
６
１
）６
１
１
１

　

２
０
２
０
年
５
月
28
日
T
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
近
江
八
幡
市
内

を
走
り
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。詳
し

く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
滋
賀
県
実
行
委
員
会
事
務
局

https://jtbsports.jp/contents/
shiga-runner/

０
５
７
０（
０
０
３
）０
９
５

夏
季
閉
庁
期
間
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶
予

滋
賀
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(
水
泳
）

国
民
年
金
基
金

要
約
筆
記
者
養
成
講
座(

パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス 

前
期)

受
講
者
募
集

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
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７
月
は「
社
会

を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月

間
で
す
。全
て
の

国
民
が
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と

過
ち
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。
近
江
八
幡
保

護
区
保
護
司
会
も
次
の
活
動
を
行
い
ま

す
。

○
近
江
八
幡
市
長
に
内
閣
総
理
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達（
７
月
１
日
）

○
愛
の
学
校
訪
問

○
近
江
八
幡
駅
な
ど
で
街
頭
啓
発

○
近
江
八
幡
地
区
更
生
保
護
女
性
会
と
の

共
催
で
バ
ザ
ー
な
ど
を
開
催
。
売
上
金
の

一
部
を
滋
賀
刑
務
所
な
ど
に
贈
呈
。

日　

７
月
13
日u

・
14
日
Q　

午
前
10
時

～
午
後
４
時（
14
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場　

ひ
ま
わ
り
館　

ホ
ー
ル

●
更
生
保
護
大
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

日　

７
月
15
日
D　

午
後
１
時
30
分
～

場　

ひ
ま
わ
り
館
ホ
ー
ル

内　

第
１
部
／
市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
標
語
や

作
文
の
入
選
者
発
表
と
表
彰
式

第
２
部
／
講
演「
少
年
非
行
の
現
状
と
課

題
及
び
対
策
に
つ
い
て
」𠮷
村
満
晴
さ
ん

（
大
津
保
護
観
察
所
長
）

問　

近
江
八
幡
保
護
区
保
護
司
会（
総
合

支
所
内
）  

（
46
）３
１
４
１（
内
線
３
４
５
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
「
愛
の
学
校
訪
問
」は
、あ
い
さ
つ
運
動

を
通
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
を
図
り
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

築
く
た
め
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
声
か

け
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
地
域
の
子
ど

も
や
青
少
年
が
健
全
に
育
つ
よ
う
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
あ
い
さ
つ
運
動

・
７
月
２
日
E 

 

市
内
公
立
小
学
校

・
７
月
４
日
T　

市
内
公
立
中
学
校

午
前
７
時
30
分
～
登
校
終
了
後
ま
で

問　

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議（
生
涯

学
習
課
内
）　

（
36
）５
５
３
３

　

創
業
を
考
え
て
い
る
人
、
創
業
後
間
も

な
い
人
な
ど
の
た
め
の
起
業
セ
ミ
ナ
ー
。

日　

７
月
７
日
・
21
日
、
８
月
４
日
・
18

日
・
25
日
、９
月
８
日
の
日
曜
日

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
５
時

場　

安
土
町
商
工
会
、近
江
八
幡
商
工
会
議
所

定　

30
人（
先
着
順
）

￥　

５
０
０
０
円（
全
６
回
分
）

申　

電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
近
江
八
幡
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

締　

７
月
３
日
R

申
問
・
　

近
江
八
幡
商
工
会
議
所 

（
33
）４
１
４
１

安
土
町
商
工
会 

（
46
）２
３
８
９

滋
賀
中
央
信
用
金
庫 

（
34
）７
８
１
２

　

計
量
法
に
基
づ
き
、
商
店
や
工
場
、
薬

局
な
ど
で
取
り
引
き
や
証
明
用
と
し
て
使

用
す
る「
は
か
り
」は
、２
年
に
１
回
精
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。該
当
す
る「
は
か
り
」を
使
用
す
る

人
は
定
期
検
査
を
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

日
・
場　

①
７
月
24
日
R　

午
前
10
時
～
正
午

安
土
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

②
７
月
24
日
R　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

武
佐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

③
７
月
25
日
T　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

岡
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

④
７
月
26
日
Y　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

旧
人
権
セ
ン
タ
ー(

ア
ク
テ
ィ
近
江
八
幡
隣)

持　

特
定
計
量
器
定
期
検
査
受
験
票

手
数
料（
２
５
０
円
～
２
１
０
０
円
／
１

個
に
つ
き
）

問　

商
工
労
政
課

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０

○
自
衛
官
候
補
生
（
陸
海
空
）

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
（
採

用
年
齢
引
上
げ
）

試
験
日　

７
月
26
日
Y
・
27
日
U
、
９
月

18
日
R
・
28
日
U
・
29
日
Q
の
い
ず
れ
か

で
希
望
す
る
一
日

受
付
期
間　

年
間
通
じ
て
受
け
付
け

〇
航
空
学
生
（
海
空
）

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
お
よ
び
戦
術
航
空
士
を
養

成
す
る
幹
部
自
衛
官
コ
ー
ス

対　
（
海
上
自
衛
隊
）
18
歳
か
ら
23
歳
未

満
の
男
女
、(
航
空
自
衛
隊)

18
歳
以
上

21
歳
未
満
の
男
女

試
験
日　

(

１
次)

９
月
16
日
D
、(

２

次)

10
月
中
旬
、(

３
次)
11
月
下
旬

締　

９
月
６
日
Y

○
一
般
曹
候
補
生
（
陸
海
空
）（
第
２
回
）

　

部
隊
の
中
核
で
あ
る
曹
の
養
成
コ
ー
ス

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女
（
採

用
年
齢
引
き
上
げ
）

試
験
日　
（
１
次
）
９
月
20
日
Y
・
21
日

U
ど
ち
ら
か
希
望
日
、(

２
次)

10
月
12

日
U
・
13
日
Q
ど
ち
ら
か
希
望
日

締　

９
月
６
日
Y

申
問
・
　

自
衛
隊
近
江
八
幡
地
域
事
務
所

(

33
）
２
１
０
３

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
検
く
だ
さ
い

愛
の
学
校
訪
問

　

青
少
年
の
育
成
は
、
家
庭
と
学
校
・
地
域
か
ら

防
衛
省
自
衛
隊
採
用
試
験
の
案
内

は
ち
ま
ん
創
業
塾

申し込み、お問い合わせは、秘書広報課まで
（３６）５５２６・ （３２）２６９５

【掲載基準】
１枠　３０, ９００円　        　
　（縦６㌢×横９㌢・モノクロ）

掲載基準など詳しくはお問い合わせください
（10 月１日からの消費税増税により掲載料を変更
する場合があります）。

広告掲載募集！
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お知らせ伝言板

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

７
月
31
日
R)

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
２
期
）

　

国
民
健
康
保
険
料
（
２
期
）
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【出典　わたしたちの手話学習辞典】
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今年もありがとうございます

「市の社会福祉に役立てて」と
　近江八幡管工事協同組合が寄付

子ども・子育て支援へ 遊具を
　 Daigas「小さな灯」運動から寄贈

　市内の上下水道工事事業者が加盟する
近江八幡管工事協同組合より、５月 30 日

「社会福祉に使っていただきたい」と 10
万円を寄付いただきました。寄付は一昨
年より続くもので、ご厚意に従って、福
祉基金への寄付とさせていただきました。

　Daigas（大阪ガス）グループの企業ボ
ランティア活動である「小さな灯」運動の
一環として６月 5 日、「地域子育て支援
センタークレヨン」に、赤ちゃん用の玩
具「ハイハイのみち」をいただきました。
ご寄贈は一昨年より続くもので、子ども
たちは早速、楽しそうに遊んでいました。
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植松三十里／著
（ＰＨＰ研究所）

ジョン・エイジー／作・絵　
（フレーベル館）

図書館においでよ!

『うちゅうじんは
       いない！？』

『帝国ホテル建築物語』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『心音』                                       乾ルカ／著（光文社）
『人類最年長』                    島田雅彦／著（文藝春秋）
『バシレウス―呂不韋伝―』塚本靑史／著（ＮＨＫ出版）
『指名手配作家』                        藤崎翔／著（双葉社）
『同潤会代官山アパートメント』三上延／著（新潮社）

『うみどりの島』  寺沢孝毅／文　あべ弘士／絵（偕成社）
『パピヨン号でフランス運河を』

  山下明生／作　高畠那生／絵（理論社）
『いないいないばあさん』　  佐々木マキ／作（偕成社）

近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

７月の
休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

〈今月のおはなし会〉 こわ～いこわいおはなし会

親子で楽しむ絵本のひろば ～王様・王女様になろう～

近江八幡図書館
おはなし研究会のおはなし会
　13日U
　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※27日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　17日R　 午前10時30分～　
　０～２歳

安土図書館
絵本の時間
　５日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　20日U
　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　１９２３年 ( 大正 12 年 ) に完成した帝国ホテル、通称
「ライト館」。「東洋の宝石」と称えられたこの建物は、20
世紀を代表する米国人建築家、フランク・ロイド・ライ
トが手がけました。想像を絶するライト館完成までの道
のりと、建築にかけた男たちの熱い闘いを描いています。

　僕はうちゅうじんを見つけるため、ちきゅうからは
るばるこの星にやってきた。ぜったいにいるとしんじ
ていたが、見つけることができなかった。あきらめて
かえろうとしたら、のってきたうちゅうせんからはぐ
れてまいごになってしまう…。さて、僕はうちゅうじ
んにきづくことができるのでしょうか。

日時・対象　７月 20 日U

　４歳～小学２年生／午後６時～６時 30 分
　小学３年生以上／午後７時 15 分～７時 45 分
場所　近江八幡図書館
※終了後、図書館ミステリーツアーもあるよ。

日時　８月４日Q　午後２時～４時　　参加無料・申込不要
場所　安土図書館
内容　絵本の読み聞かせとかんむり作り
対象　はさみが使える人（おおむね４歳児～小学生）

持ち物　はさみ　問  絵本のひろば実行委員会 TEL（４６）５０４６

村松報恩会から
　児童図書の充実にと 370 万円を寄付
　一般財団法人村松報恩会（村松安雄理事
長）が、市内のすべての市立小学校の児童図
書と市立図書館 ( ２館 ) の児童文庫の充実に
と３７０万円の寄付をいただきました。平成
元年に財団を設立されて以来、毎年寄付をい
ただいています。ありがとうございます。有
効に活用させていただきます。

安土図書館で購入した絵本を使って
のお話し会。図書館では、昨年度
600 点以上の児童図書や教材を購
入しました。

桐原東小学校図書室



26広報おうみはちまん　2019.7.1

手作り体験教室
いぶし銀のペン立てor貯金箱を作ろう

日　７月27日U　午前10時～正午
￥　1000円
定　20人(先着順）
申　電話で申し込みください。
※作品の受け取りは焼成後です

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館） 

TEL (31)2700・FAX (31)2800�

『折り紙教室』～連鶴の折り方～
日　8月２日Y　午後１時～４時
対　高齢者・障がい者
定　15組(先着順）
￥　材料費（200円程度）
持　練習用折り紙、はさみ、のり
申　電話で申し込みください
締　７月８日W～22日W

運動公園(津田町18） 

TEL (33)6303・FAX (33)3124������

スポレック教室
日　８月 29 日から 10 月３日まで
の毎週木曜日（計６回）
午後７時 30 分～９時 30 分
場　サン・ビレッジ近江八幡

日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講  講師　出 出演　持 持ち物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

広告 広告

午後の部／午後１時 30 分～４時
場　安土 B&G 海洋センター
対　団体：小学１年生以上、10 ～ 30 人
　　 個 人：小 学１年 生 以 上（ 参 加 人
　　数が10 人未満の場合は中止）
￥　小中学生 500 円、高校生以上
700 円（市外料金は各 200 円増、
保険料含む）
持　濡れてもよい服・靴、帽子、着替え
申　申込用紙に必要事項を記入のう
え申し込みください（土日・祝日も受
け付け可。午前９時～午後５時）

健康ふれあい公園 

TEL (37)0077・FAX (38)0006������

プール＆スタジオ定期教室（７月～９月）

　
〇教室３カ月参加の場合
　プール     11,880円～12,980円
　スタジオ　7,200 円～ 8,000 円
〇単発参加（毎週の参加が困難な人）
　１回　プール    1,200円
　　　  スタジオ 1,000円
おススメのレッスン！
〇プール
水曜10:00-10:45 機能改善水中運動
金曜10:15-11:00 機能改善水中運動
水曜12:15-13:00 プラクティックスイム
〇スタジオ
水曜15:10-16:10 体質改善ヨガ
水曜17:50-18:50 ステップエアロ
※開催日・時間など詳細はお問い
合せいただくか、施設ホームページ

（http://omi8man-kenkofureai.
jp/）をご覧ください。

対　市内在住、在勤、在学の中学生以上
定　30 人　
￥　500 円
持　体育館シューズ
申　申込用紙に必要事項を記入のう
え、 サン・ビレッジ 近 江 八 幡（ ☎
37-0303）に申し込みください。
締　８月１日T～16日Y（土日・祝
日も受け付け可。午前９時～午後５時）

カヌー日本代表選手と一日体験
　カヌースプリント日本代表選手から
のお話やカヌー乗船体験などを通し
て、カヌーの楽しさを体験しませんか。
日　７月 28 日Q　午前９時～正午
場　安土 B&G 海洋センター
対　市内在住、在学の小学４年生以上
定　30 人（先着順）　
￥　500 円（保険料含む）
講　小梶孝行さん（カヌー日本代表）
持　濡れてもよい服・靴、帽子、着替え
申　申込用紙に必要事項を記入のう
え申し込みください。
締　７月 19 日Y（土日・祝日も受
け付け可。午前９時～午後５時）

カヌー体験教室
日　７月 20 日U～８月31日U

（月・火曜、7/25 午前、8/11-8/15、
8/22 午前除く）
午前の部／午前９時～ 11時 30 分

随時受付

随時受付

かわらミュージアム 

TEL (33)8567・FAX (33)8722
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市 のし だよりせつ

広告

27

文化会館� ��
TEL (33)8111・FAX (33)8112

劇団四季公演「はだかの王様」
　劇団四季による「はだかの王様」の
公演。ファミリー向けのミュージカル
をお子様と一緒にお楽しみください。

日　８月４日Q　午後４時開演
￥　全席指定(S席：5000円、小学生
以下3000円、A席：3000円、小学生
以下2000円)※３歳以上有料(３歳
未満で着席鑑賞は有料)

文芸セミナリヨ�
TEL (46)6507・FAX (46)6510�

パイプオルガンミニコンサート 2019
　文芸セミナリヨオルガン教室受講
生と卒業生によるミニコンサート｡
日　７月７日Q   午後１時30分開演
  （午後１時開場）  全席自由・入場無料

ワンコインコンサート  シリーズ119
「さあ！音楽で世界を旅しよう！vol.２」
　乳幼児から本物の音楽に触れてほし
いと開催するコンサート。
日　７月27日U  午前10時30分開演
　　（午前10時開場）
出　吉田麻佐（ソプラノ）、川瀬陽子

（ヴァイオリン）、大西早苗（ピアノ）

￥　500円（保護者膝上の乳幼児は
無料、全席自由）

第234回はつらつコンサート　
「真夏のゆるーい歌合戦  

     〈人間VSゆるキャラ〉」
　コンサートの最後には「みんなで歌
おう♪」のコーナーもあります。

日　８月15日T　午後２時開演
　　（午後１時30分開場）
出　安田旺司（声楽家）・やすおんくん（オ
ペラ歌手ライオン）・椴

もみやま

山さやか（ピアノ）
￥　500円(全席自由)

ワンコインコンサート　シリーズ120
「パイプオルガンで楽しむ音楽絵本♪

　～ピーターと狼～」
日　８月31日U　午前10時30分開演
　　（午前10時開場）
出　リピエノ（パイプオルガン）

￥　500円（保護者膝上の乳幼児は
無料、全席自由）

あづちマリエート  

TEL (46)2645・FAX (46)3238� �

リズムにあわせてリトミック
日　７月４日T・８月１日T
  ０～1歳児／午前10時～10時45分
  ２～3歳児／午前11時～11時45分
定　各30組（要事前予約）
￥　500円（親子1組）
持　体育館シューズ、タオル
申　電話で申し込みください

エクササイズ＆ヨガ
日　９月12日T、19日T、26日T
　　午前10時～11時30分
対　18歳以上
定　35名（先着順）
￥　各回６００円
講　山本いづみさん
持 　体育館シューズ・タオル・飲み
物・ヨガマット（貸出もあります）
※動きやすい服装でお越しください。
申　電話で申し込みください

メリーゴーランドの運行日程
日 　７月７日Q、13日U、14日Q、
15日D、21日Q、27日U、28日Q　
午前10時～午後４時
￥　100円（小学生以下の子ども）
※荒天などは
運行休止の場
合あり。

好評発売中（撮影）阿部章仁

好評発売中

好評発売中

好評発売中

好評発売中

広告

吉田麻佐　����川瀬陽子　���大西早苗

リピエノ（パイプオルガン）
芹澤紀子・中村歌奈・池田伊津美
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日�日時　場�場所　対�対象　内�内容　定�定員　￥�費用　講�講演・講師　持�持物　申�申込方法　締�申込締切・申込期間

広告
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ロ
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ー
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涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
「
な
ぜ
い
ま
道
徳
が
必
要
か
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
や
話
し
合
い
な
ど
。

日　

７
月
７
日
Q
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

￥　

１
千
円
（
テ
キ
ス
ト
「
心
新
た
に
生

き
る
」入
用
の
場
合
は
別
途
２
７
０
円
必
要
）

申

問
・
　

棚
橋
さ
ん�

（
46
）
２
６
０
２

仲
間
と
楽
し
く
！
「
男
の
料
理
づ
く
り
」

　

各
回
と
も
、「
近
江
八
幡
お
や
じ
連
」
傘

下
の
グ
ル
ー
プ
が
支
援
。気
楽
に
ご
参
加
を
。

日　

７
月
８
日
W
、
９
日
E
、
10
日
R
　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　

ひ
ま
わ
り
館

￥　

１
千
円　

持　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申

問
・
　

市
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
31
）
２
６
７
７
・

（
36
）
６
９
１
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
元
気
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
。
お
気
軽
に
ご
参
加
を
。

日
・
場　
７
月
10
日
R
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
本
部
（
中
村
町
）、
17
日
R
・
同
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
同
安
土
支
所
（
安
土
町
小
中

１
５
２-

１
）、
24
日
R
・
岡
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か
ら

問　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

�
�

（
32
）
１
１
５
５
・

(

32
）
１
６
１
６

八
幡
堀
さ
か
な
釣
り
大
会

　

家
族
や
友
達
同
士
で
ご
参
加
を
。

日
・
場　

７
月
15
日d

午
前
８
時
30
分
よ
り
幸こ
う
え
ん
ば
し

円
橋
下
で
受
付
。

￥　

２
人
１
組
５
０
０
円
（
保
険
料
・
え

さ
代
含
む
）
持　

釣
り
具
（
さ
お
釣
り
に

限
定
）
無
い
人
に
は
無
料
貸
出
（
先
着
百
人
）

問　

八
幡
堀
を
守
る
会
・
苗な
む
ら村
さ
ん

（
32
）
５
０
０
２

認
知
症
を
学
び
頭
も
体
も
活
性
化
！

　

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
の
運
動
や
ゲ
ー
ム
、

茶
話
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
・
場　

７
月
17
日r

午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
木
も
れ
び
（
西
生
来
町

２
４
０
２
ー
17
）　

￥　

１
０
０
円

申

問
・
　

同
ホ
ー
ム�

（
41
）
０
１
２
３

び
わ
湖
水
草
観
察
会

　
「
チ
ー
ム
む
べ
な
る
か
な
」
の
主
催
。
琵
琶
湖
の
水

草
を
観
察
。
申
込
不
要
。
荒
天
中
止
。
参
加
無
料

日　
７
月
20
日u

　

午
前
９
時
～
11
時
ご
ろ

場　

休
暇
村
近
江
八
幡�

西
館
玄
関
前
集
合

持　

お
持
ち
の
人
は
虫
眼
鏡
、
ル
ー
ペ
な
ど

問　
山
口
さ
ん�

   (

36
）
７
３
０
１

ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
♪

　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
楽
し
く
ジ
ャ

ン
プ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
20
日u

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
５
時

場　

イ
オ
ン
近
江
八
幡
２
番
街
ア
ク
ア
21

１
階
イ
ベ
ン
ト
会
場

対　

４
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保
護
者

￥　

一
人
５
０
０
円　

持　

運
動
靴　

問　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
認

定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
西
さ
ん

sg.star.nishi0
5
2
7
@
gm
ail.com

夏
休
み 

親
子
で
楽
し
い
環
境
塾

　

み
ん
な
で
ご
み
の
山
を
宝
の
山
に
し
よ
う
。

日　

７
月
27
日u

　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

場　

ひ
ま
わ
り
館　

対　

小
学
生
と
保
護

者
（
２
人
一
組
）
大
人
ひ
と
り
の
参
加
も
可

内　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
紹
介
と
製
作
実
習
、

エ
コ
堆
肥
と
新
米
と
交
換
、
補
助
制
度
の
紹
介　

定　
親
子
20
組
（
先
着
順
）
￥　
材
料
一
式
１
千
円

申　

親
子
の
氏
名
、
学
年
、
住
所
、
連
絡
先

を
明
記
し
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

申

問
・
　

市
民
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
吉
田
さ
ん

   

・

（
36
）
８
４
５
７

　

yo
sh
id
a
.e
@
a
ir.o
cn
.n
e
.jp

シ
ニ
ア
世
代
の
学
び
舎

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
大
学
祭

　

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
日
頃
の
学
び
の
成

果
を
発
表
し
地
域
住
民
と
交
流
す
る
場
。
草

津
、
米
原
の
両
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
・
場　

７
月
25
日
T
　
午
前
10
時
～
午

後
３
時
お
よ
び
26
日
Y　

午
前
10
時
～
午
後

２
時
・
米
原
校
（
米
原
市
下
多
良　

県
立
文

化
産
業
交
流
会
館
）、
８
月
１
日t

　
午
前

10
時
～
午
後
３
時
・
草
津
校
（
草
津
市
笠
山

７
丁
目　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問　
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
事
務
局

   　

０
７
７
（
５
６
７
）
３
９
０
１

ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
と
ま
り
会

　

お
は
な
し
会
の
あ
と
、
ぬ
い
ぐ
る
み

を
お
預
か
り
し
写
真
に
撮
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

日　
（
預
け
）
７
月
27
日u

　

午
後
４
時
～

（
迎
え
）
７
月
28
日q

　

午
後
４
時
～

場　
安
土
図
書
館

対　

２
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
、

全
長
10
㌢
～
50
㌢
程
度
の
ぬ
い
ぐ
る
み

定　
20
人
（
先
着
順
）　

￥　
５
０
０
円

申　
子
ど
も
の
氏
名
と
年
齢
、
保
護
者
の
氏
名
と

連
絡
先
、
ぬ
い
ぐ
る
み
の
名
前
、
好
き
な
動
物
を

広告
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広告

安
土
ま
た
は
近
江
八
幡
図
書
館
の
窓
口
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
。
７
月
５
日
Y
か
ら
受
付
。

申

問
・
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
む
ず
ふ
ぁ
ん

m
arum

arucafe8
@
yahoo.co.jp

下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
親
子
見
学
会

日　

７
月
29
日w
、
30
日e

、
31
日r

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　

滋
賀
県
湖
南
中
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
草

津
市
矢
橋
町
帰
帆
２
１
０
８
）

対　

小
学
生
と
保
護
者
（
各
日
12
組
程
度
）

申　

７
月
８
日
W
～
26
日
Y
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時�

土
・
日
・
祝
日
除
く
）
の
間

に
電
話
で
申
し
込
み
。
先
着
順

持　

筆
記
用
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、

カ
メ
ラ
（
必
要
な
場
合
）

申

問
・
　

滋
賀
県
南
部
流
域
下
水
道
事
務
所

�

０
７
７
（
５
６
４
）・
１
９
０
０

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

親
子
料
理
講
習
会

　

親
子
で
お
や
つ
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
７
月
31
日r

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

定　
８
組
（
先
着
順
）　

￥　
一
人
２
０
０
円

申　

７
月
15
日d

ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

申

問
・
　

市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
山
梶
さ
ん

       

０
９
０
（
１
５
８
２
）
３
９
０
６

第
２
回
さ
ん
か
く
塾

日　
８
月
３
日u

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　

県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

内　

京き
ょ
う
ら
く樂
真ま

ほ

こ
帆
子
さ
ん
（
県
立
大
教
授
）
の

記
念
講
演
「
地
域
女
性
史
を
ひ
も
と
く
～
そ
の
と

き
女
性
は
何
を
想
っ
た
か
？
」
と
早
田
リ
ツ
子
さ

ん
（
歴
史
家
）
を
交
え
て
の
鼎
談　

入
場
無
料

問　
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

   (

37)

３
７
５
１
・

(

37)

５
７
７
０

カ
ヌ
ー
で
遊
ぼ
う
虹
が
浜
in
長
命
寺

　

小
雨
決
行
、
濡
れ
て
も
良
い
服
装
で
参
加
を
。

中
学
生
ま
で
の
参
加
者
は
成
人
の
同
伴
が
必
要
。

日　
８
月
４
日
Q
　
①
午
前
９
時
～　

②
午
前

10
時
45
分
～　

③
午
後
１
時
30
分
～

場　

長
命
寺
町�

琵
琶
湖
岸

￥　
２
千
円
、
中
学
生
以
下
１
５
０
０
円

申

問
・
　

ポ
レ
ポ
レ
25
・
中
出
さ
ん

nakadeside@
yahoo.co.jp

   　

０
９
０
（
７
８
８
４
）
２
７
０
８

夏
休
み
わ
ん
ぱ
く
親
子
で
自
然
体
験

　

親
子
で
火
お
こ
し
体
験
や
は
ん
ご
う
炊
さ
ん
、

楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど
で
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

日　

８
月
10
日
U
午
前
９
時
～��

小
雨
決
行

場　
長
命
寺
港
集
合
（
午
後
１
時
終
了
予
定
）

定���

親
子
20
組　

￥　

一
家
族
１
千
円

申　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を
環

境
課
へ
フ
ァ
ク
ス

（
36
）
５
８
８
２
で
。

問　
琵
琶
湖
畔
の
景
観
を
良
く
す
る
会
・

中
江
さ
ん　

   

（
33
）
５
７
０
９

夏
休
み 

親
と
子
の
間
取
り
教
室　

　

親
子
で
間
取
り
作
り
工
作
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　
８
月
15
日t

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　

市
文
化
会
館

対　

３
歳
～
15
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者　

定　
15
組
（
先
着
順
）　

￥　
親
子
で
３
千
円

持　

は
さ
み
、
の
り
、
色
鉛
筆
、
セ
ロ
ハ

ン
テ
ー
プ
、
筆
記
具　

申　
７
月
15
日
D
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
。　

（
一
社
）
日
本
間
取
り
協
会

・
　

０
７
４
９
（
２
０
）
８
１
０
６

nihonm
adorikyoukai@

zeus.eonet.ne.jp

滋
賀
ひ
き
こ
も
り
女
子
会

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
女
性
の
交
流
会
。
予
約
不
要
、参
加
無
料
。

日　
８
月
３
日u

・
９
月
７
日u

　

午
後
１

時
50
分
～
４
時
（
近
江
八
幡
駅
南
口
か
ら
送
迎

バ
ス
有
・
前
日
正
午
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
）

場　
ス
ー
プ
ル
（
日
野
町
蓮
花
寺
８
５
３
ー
６
）

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ー
プ
ル　

坂
原
さ
ん

０
９
０
（
７
８
７
４
）
３
１
２
２

peacenakam
a1
0
4
1
@
gm
ail.com

不
動
産
無
料
相
談
会

日　

７
月
18
日
T
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

近
江
八
幡
商
工
会
議
所

申　

事
前
に
予
約
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
近
江
八
幡
商
工
会
議
所
不
動
産
部
会

(

33
）
４
１
４
１
・

（
32
）
０
７
６
５

《
真
夏
の
楽
し
み
あ
れ
こ
れ
》

◆
足
洗
い
ま
つ
り　

７
月
７
日q

早
朝
か

ら
公
礼
八
幡
神
社
（
宇
津
呂
町
）。
遣
唐
使
の
先
駆

け
吉き

し
の
な
が
に

士
長
丹
ゆ
か
り
の
神
社
境
内
の
湧
き
水
に
足
を

浸
し
健
康
を
祈
る
。
午
前
10
時
か
ら
お
湯
焚
神
事
。

問���

善ぜ
ん
け家
さ
ん�

（
33
）
２
６
３
１

◆
縄
手
町
地
蔵
盆　

７
月
23
日
E
・
24

日r

の
夕
暮
れ
、縄
手
町
内
の
朝
鮮
人
街
道
沿
い
。

「
一
式
作
り
」
と
呼
ば
れ
る
生
活
用
具
を
使
っ
た
頓

智
を
利
か
せ
た
飾
り
物
（
ツ
ク
リ
モ
ン
）
を
展
示
。

問　
岡お
か
じ路
さ
ん�

（
32
）
２
７
９
１

◆
白
鳥
川
で
羊
を
放
牧　

７
月
31
日

r

正
午
ご
ろ
～
８
月
７
日r

午
前
９
時
ご
ろ
、

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
東
の
白
鳥
川
河
川
敷
。
除

草
活
動
、
動
物
愛
護
啓
発
の
一
助
と
し
て
来
幡
。

問　
景
観
隊･

佐
藤
さ
ん�
（
37
）
５
１
４
６

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 ) 

近江八幡市土田町 268-3

診 療 時 間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は9：00～

※

祝日は休み

PM  4:30～ 7:00 / / / /

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●
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News Topics ま ち の
わ だ い

時代劇の風情と花しょうぶの情緒を感じて

　八幡中学校の和太鼓クラブ「八中太鼓」と江州音頭
を学ぶ小学生のサークル「はちまん江州音童」が、日
頃の練習の成果を披露し合う初の演奏会「響け！故郷
のリズム」が日牟禮八幡宮の能舞台で開かれました。
それぞれお揃いの法被姿などで登場した約 40 人の小・
中学生は、息の合った力強い太鼓のリズムや近江八幡
の情景を描いたオリジナル曲をのびのびと披露。約
３００人の観客から手拍子や盛んな拍手を浴びていま
した。

日牟禮八幡宮能舞台で
八中太鼓とはちまん江州音童が初競演五穀豊穣を願う「新穀献納お田植祭」

６月16日

６月９日

６月９日

　この日は、八幡堀周辺で２つのイベントが開催。近江八
幡観光物産協会員や有志たち約 30 人が、武士や編笠の浪
人、町娘などに扮し八幡堀周辺を歩く「時代劇のまち近江
八幡」では、参加者が観光客らの求めに応じて写真撮影を
したり、見どころを教えたりしてもてなしました。
　また、明治橋付近の堀端では「八幡堀を守る会」による

「花しょうぶ茶会」があり、琴の音が奏でられる中、ボラ
ンティアグループ「八幡山の景観を良くする会」と「たね
や」の協力を得て用意したお茶や和菓子 250 人分を地域
の人や観光客にふるまいました。

　五穀豊穣を願う「お田植祭」が安土町内野で行われ、
法被姿の児童らが近江米「みずかがみ」の苗を手植え
しました。「新穀献納」は、皇室行事である新嘗祭（本
年は代替わりとなり大嘗祭と呼ばれる）の一連の行事。
 　植えられた苗は、内野営農組合の組合員により大切
に育てられ、8 月に稲刈りの儀式「抜き穂祭」が行われ、
10 月下旬に皇室に新穀が献納されます。
 　市内では昭和 61 年に安土町下豊浦で行われて以来、
33 年ぶりとなります。
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上級生が下級生を見守り登山
「島アドベンチャー」

わがまちに「啓発キャラバン隊を！」
疑似体験で知的障がい学ぶ

駅前通りの楽市楽座にぎわう
命日しのぶ「信長まつり」

赤こんリポート                                                             馬場 利男リポーター

赤こんリポート                                                                  東 恵子リポーター 赤こんリポート                                                             的場 保典リポーター

ありがとうございます！
市内就学前施設に横断旗を寄贈

６月18日

　島小学校では 11 年前から異学年の集団で、地域の山（奥島山）
を登る体験をとおして、豊かな人間性や社会性、ふるさとを愛
する心を育むことを目的に「島アドベンチャー」を行っています。
　５月 24 日、６班に分かれて午前９時に学校を出発。青空の
もと、休暇村小田ヶ浜グラウンドをめざし、登山が始まりました。
登山中は休憩をとりながら、途中、低学年が疲れているの見て
高学年がかばんを持ったり励ましたりしていました。そんな児
童の姿から、たてわり活動を通して自然の中で異学年交流を深
め、協力・やさしさ・思いやりの気持ちが育っていくことを感
じました。

　「知的障がい」をみんなに楽しく理解してほしいと６月９日、
ＧーＮＥＴしがで、兵庫県たつの市で活動する知的障がい者擬似
体験チーム「ぴーす & ピース」を招いて研修会が行われました。
　近江八幡市障がい児者保護者連絡協議会の勉強会として開いた
もので、保護者や支援関係者など 42 人が参加。研修会では５つ
の疑似体験を行い、中でも「声かけしてみよう」では、軍手を二
枚重ねではいて、お札を数える時に「早くして！」とせかされた
人の立場を体験。知的障がいの人の手先の不器用さと声かけの大
事さがわかりました。
　同連絡協議会では、今後、キャラバン隊を発足し、地域の自治
会や学校などで活動したいと考えています。

　安土小学校をメイン会場として６月２日、織田信長公をしのぶ
「第 35 回あづち信長まつり」が開催されました。
　武者行列は、信長公の発声を皮切りに、活津彦根神社からＪＲ
安土駅、安土小学校へ向けてパレードしました。今回、初めての
取り組みとして、安土コミュニティーセンターからＪＲ安土駅ま
でを楽市楽座（歩行者天国）として 50 以上の出店が並び、その
前を武将たちが太鼓の音に合わせて勇壮に行列を披露しました。
　昨年度、安土学区では高校生以上の住民に意識調査を実施し、
その結果にも駅前の活性化を望む声が多くありました。今回の信
長まつりが、学区民の望みをかなえるきっかけになるかもしれま
せん。

Facebook
ページは
こちら

　幼児を巻き添えにした悲惨な交通事故が全国や県内でも頻発
するなか、幼児の交通安全を守る一助にと、近江八幡地区交通
安全協会（上阪廣子会長）から近江八幡市・竜王町の公私立の幼
稚園・保育所・認定こども園などへ横断旗１００本を寄贈いた
だきました。
　上阪会長は「子どもの安心安全のために、ぜひ活用いただき
たい。また、横断旗の効果的な使い方も伝えていきたい」と話
しました。
　交通事故のないまちをめざし、有効に活用させていただきます。
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人口と世帯

総数　82,116 人 (+26)
男　　40,378 人 (　-3)
女　　41,738 人 (+29)
世帯　33,788 世帯 (+23)

令和元年 6 月 1 日現在 
 ( ) は前月比

※外国籍住民 (37 カ国・地域／ 1,474 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや図
書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などで配布
しているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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テレビ画面で広報紙

リモコンの
ｄボタンをプッシュ！

びわ湖放送に
チャンネルを合わせ
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に
認
定
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５
月
20
日
、「
１
３
０
０
年
つ
づ

く
日
本
終
活
の
旅
～
西
国
三
十
三
所

観
音
巡
礼
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
長
命
寺
と
観

音
正
寺
の
２
ヵ
寺
が
含
ま
れ
、
長
命

寺
は
平
成
27
年
の
「
琵
琶
湖
と
そ
の

水
辺
景
観
―
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺

産
」
に
続
き
、
二
度
目
の
認
定
で
す
。

　

西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
は
、

１
３
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
最

古
の
巡
礼
路
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
距
離
は
１
０
０
０
キ
ロ
に
お
よ

び
、
滋
賀
県
を
含
む
２
府
５
県
に
ま

た
が
り
ま
す
。
観
音
様
が
三
十
三
の

化
身
を
通
じ
て
人
々
を
救
う
こ
と
に

ち
な
み
、
三
十
三
箇
所
の
札
所
を
め

ぐ
る
も
の
で
、
長
命
寺
は
三
十
一
番

札
所
、
観
音
正
寺
は
三
十
二
番
札
所

に
あ
た
り
ま
す
。

　

元
々
は
行
者
や
僧
侶
の
修
験
の
道

で
あ
っ
た
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼

で
す
が
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
お

伊
勢
参
り
な
ど
と
一
緒
に
、
庶
民
が

巡
る
参
詣
の
道
と
し
て
も
親
し
ま
れ

ま
し
た
。
市
内
に
残
る
道
標
に
、「
長

命
寺
」
や
「
観
音
寺
」
を
導
く
も
の

が
多
く
残
る
の
も
、
巡
礼
を
楽
し
む

旅
人
が
市
域
を
数
多
く
通
行
し
た
証

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
金

剛
寺
町
に
残
る
道
標
に
は
、
東
方
向

へ
は
誘
う
面
に
「
す
く（
ぐ
） 

く
ハ

ん
お
ん
し（
観
音
寺
）・
浄
こ
ん
い
ん

(

厳
院)　

ち
か
み
ち
」、
北
方
向
へ

誘
う
面
に
「
左
八
ま
ん
・
長
命
寺
み

ち
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
認
定
テ
ー
マ
に
あ
る
「
終

活
」
と
は
人
生
の
終
わ
り
に
向
け
整

理
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
生
を
通

し
て
、
い
か
に
充
実
し
た
心
の
生
活

を
送
れ
る
か
を
考
え
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
長
命
寺
と
観
音
正
寺
の
間

は
約
15
キ
ロ
。
人
生
の
送
り
方
を
考

え
な
が
ら
、
市
内
に
残
る
巡
礼
路
を

旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

祝

認
定
を
受
け
て

　

平
成
27
年
の
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景

観
―
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」に
続
き
、

今
回
も
日
本
遺
産
に
認
定
い
た
だ
き
、
大

変
光
栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ま
が
、

日
本
最
古
の
巡
礼
路
と
い
わ
れ
る
「
西
国

三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
を
お
巡
り
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
な
日
々
が
送
ら

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

西
国
第
三
十
一
番
札
所  
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新
元
号
に
改
元
さ
れ
ま
し
た
令
和
元
年

５
月
20
日
、「
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」

が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

１
３
０
０
年
の
歴
史
と
古
来
よ
り
日
本
仏

教
の
宗
派
を
超
え
て
日
本
人
の
心
の
拠
り

所
と
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が
巡
礼
さ
れ
た

様
々
な
心
の
足
跡
の
お
陰
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
私
も
日
本
最
古
の
巡
礼
文
化
と
観

音
信
仰
が
、
後
の
世
に
も
日
本
人
の
心
に

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
日
々
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

西
国
第
三
十
二
番
札
所  

観
音
正
寺

山
主
　
岡
村
遍
導

上：長命寺　下：観音正寺


